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第 号（通算432号）25

２
０
２
５
年
４
月
に
本
学

は
、
基
盤
の
構
想
と
具
体
的
な

施
設
整
備
・
更
新
に
関
す
る
計

画
を
「
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」と
し
て
定
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、
二
部
構
成
と
な
っ
て

お
り
、
第
Ⅰ
部
「
教
育
研
究
環

境
基
盤
構
想
」
で
は
、
教
育
機

関
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
に
関

す
る
本
学
の
認
識
を
示
し
た
う

え
で
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
、

本
学
に
お
け
る
今
後
の
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
の
基
本
方
針
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

現
在
の
「
３
キ
ャ
ン
パ
ス
・

３
付
属
校
地
体
制
」
の
維
持
、

施
設
の
長
寿
命
化
・
汎
用
化
、

防
災
強
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

集
約
化
な
ど
を
基
本
方
針
と
し

ま
し
た
。
第
Ⅱ
部
「
施
設
整
備
・

更
新
計
画
」
で
は
、
次
の
よ
う

に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
整

備
・
更
新
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

【
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
】

教
育
研
究
機
能
を
集
約
し
、

進
化
す
る
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

富
士
見
校
地
に
つ
い
て

は
、
２
０
３
０
年
を
目
途
と

す
る
経
済
学
部
の
市
ケ
谷
移

転
（
２
０
２
４
年
４
月
公
表
）

に
向
け
て
、
教
室
や
教
員
研
究

室
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
市
ケ
谷

総
合
体
育
館
裏
の
校
地
に
新
校

舎
（
以
下
「
体
育
館
裏
新
棟
」

と
い
う
）
を
建
設
し
、
ま
た
、

九
段
北
エ
リ
ア
（
法
科
大
学
院

棟
・
新
一
口
坂
校
舎
・
九
段
北

校
舎
の
エ
リ
ア
）
に
新
校
舎
を

建
設
し
ま
す
。

市
ケ
谷
総
合
体
育
館
と
田

町
校
舎
（
旧
62
年
館
）・
田

町
校
舎
別
館
に
つ
い
て
は
、

２
０
４
０
年
代
半
ば
ま
で
に
建

て
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。
市

ケ
谷
総
合
体
育
館
の
エ
リ
ア

に
、
現
在
、
田
町
校
舎
・
田
町

校
舎
別
館
を
利
用
し
て
い
る
デ

ザ
イ
ン
工
学
部
・
デ
ザ
イ
ン
工

学
研
究
科
の
機
能
を
移
設
す
る

た
め
に
、
市
ケ
谷
総
合
体
育
館

を
体
育
館
裏
新
棟
と
一
体
化
し

て
建
て
替
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
市
ケ
谷
総
合
体
育
館
の
機

能
を
田
町
エ
リ
ア
や
川
崎
校
地

に
移
設
し
ま
す
。

九
段
エ
リ
ア
（
九
段
校
舎
、

九
段
校
舎
別
館
の
エ
リ
ア
）
に

は
、
２
０
２
０
年
代
後
半
に
新

棟
を
建
設
し
、
大
学
院
棟
（
旧

２
０
２
６
年
６
月
27
日
（
土
）

13
時
か
ら
法
政
大
学
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
棟

４
階
Ｇ
４
０
３
教
室
で
実
出
席

を
基
本
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
方
式
で
第
13
回
定
時
総
会
を

開
催
し
た
。

総
会
は
三
井
和
夫
業
務
執
行

理
事
の
総
合
司
会
で
始
ま
り
、

本
会
に
先
立
ち
こ
の
１
年
に
ご

逝
去
さ
れ
た
法
政
大
学
関
係

者
、
校
友
会
関
係
者
並
び
に
後

援
会
関
係
の
方
々
に
黙
祷
を
捧

げ
た
。

開
会
に
あ
た
り
校
友
会
名
誉

会
長
で
あ
る
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

総
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
、
竹
中

宣
雄
会
長
の
開
会
の
挨
拶
と
続

い
た
。

議
事
録
署
名
人
が
、
議
長
お

よ
び
監
事
全
員
を
指
名
し
て
、

定
款
に
よ
り
議
長
に
竹
中
会
長

を
選
任
し
た
。

議
決
権
を
有
す
る
代
表
議
員
・

理
事
総
数�

　

２
３
０
名

出
席
代
議
員
数
（
実
出
席
、

オ
ン
ラ
イ
ン
、
意
思
表
示
書

面
に
よ
る
出
席
を
含
む
）　

�

２
１
１
名

右
の
と
お
り
代
表
議
員
の

出
席
が
あ
り
、
定
時
総
会
は
会

則
の
定
め
に
よ
り
成
立
し
た
の

で
、
開
会
す
る
旨
を
宣
し
、
直

ち
に
議
事
に
入
っ
た
。

◇
決
議
事
項
◇

２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
書

（
案
）
及
び
決
算
報
告
書
（
案
）

の
件本

件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

ま
ず
、
監
査
役
飯
塚
氏
が
、

監
事
を
代
表
し
て
、
監
事
報
告

を
し
た
。

当
法
人
に
お
け
る
２
０
２
５

年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年

３
月
31
日
ま
で
の
理
事
の
職
務

の
執
行
に
つ
き
監
査
を
行
っ

た
。
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
法

人
の
会
計
監
査
を
受
け
、
無
限

定
適
正
の
監
査
報
告
書
を
受
領

し
て
い
る
。

（
監
査
意
見
）

１
．
事
業
報
告
等
の
監
査
結
果

（
１
）
事
業
報
告
及
び
そ
の
附

属
明
細
書
は
、
法
令
及
び
定
款

に
従
い
当
法
人
の
状
況
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
２
）
理
事
の
職
務
の
執
行
に

関
す
る
不
正
の
行
為
又
は
法
令

若
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重

大
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

２
．
計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属

明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の

新体制　2026年6月総会終了後～
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校
友
施
設
、年
度
同
期
会
移
籍
促
進
な
ど
の
方
向
性
が
承
認
さ
れ
る

役
員
選
任
案
件
含
む
４
議
案
が
可
決
さ
れ
る

第
13
回
定
時
総
会
開
催

監
査
結
果

計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
は
、

当
法
人
の
財
産
及
び
損
益
の
状

況
の
す
べ
て
の
重
要
な
点
に
お

い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も

の
と
認
め
る
。

な
お
、
決
算
日
以
降
本
日
迄

に
後
発
事
象
は
発
生
し
て
い

な
い
。

続
い
て
、
25
年
度
事
業
報
告

を
三
井
業
務
執
行
理
事
が
、
25

年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
岡
本

業
務
執
行
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。

２
０
２
６
年
度
事
業
・
予
算
計

画
書
（
案
）
の
件

本
件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

当
期
（
２
０
２
６
年
４
月
１

日
か
ら
２
０
２
７
年
３
月
31

日
）
に
お
け
る
事
業
計
画
（
案
）

を
三
井
業
務
執
行
理
事
が
説
明

し
た
。
続
い
て
予
算
計
画
書

（
案
）
を
岡
本
業
務
執
行
理
事

が
説
明
し
た
。

役
員
選
任
の
件

本
件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

92
年
館
）
の
機
能
を
移
設
す
る

ほ
か
、
経
済
学
部
の
市
ケ
谷
移

転
に
伴
い
必
要
と
な
る
教
育
研

究
室
を
整
備
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
た
め
に
、
九
段
校
舎
・
九

段
校
舎
別
館
の
機
能
を
学
外
施

設
（
九
段
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ

ス
ビ
ル
）
に
移
設
し
ま
し
た
。

【
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
】

地
域
と
共
創
す
る
学
び
の
拠
点
へ

― 

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
新
展
開

２
０
３
０
年
を
目
途
に
、
２

号
館
（
大
教
室
Ａ
棟
）
を
建
て

替
え
て
多
摩
新
棟
を
建
設
し
、

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
１
号
館
（
総

合
棟
）
や
３
号
館
（
図
書
館
・

研
究
所
棟
）
を
改
修
し
ま
す
。

多
摩
新
棟
に
は
、
教
学
組
織
の

共
同
利
用
施
設
と
、
法
政
大
学

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
を
中

心
に
学
生
が
教
職
員
の
支
援
を

受
け
地
域
と
も
交
流
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
教
学
組
織
の
共
同

利
用
施
設
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
健

康
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
研

究
科
の
定
員
増
を
伴
う
新
教
学

組
織
を
移
設
し
、
社
会
学
部
メ

デ
ィ
ア
社
会
学
科
の
定
員
増
を

伴
う
新
教
学
組
織
に
必
要
な
施

設
を
整
備
し
、さ
ら
に
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
学
組
織
が
共
同
利

用
す
る
教
室
等
を
整
備
し
ま
す
。

【
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
】

先
端
研
究
を
支
え
る
安
全
・

安
心
の
研
究
環
境
整
備

梶
野
町
校
地
に
つ
い
て
は
、

東
館
に
お
け
る
安
心
・
安
全
な

研
究
環
境
の
確
保
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
東
館
に

置
か
れ
て
い
る
生
命
科
学
部
と

そ
れ
を
基
礎
と
す
る
研
究
科
の

機
能
を
移
設
し
、
ま
た
、
小
金

井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
適
切

な
教
育
研
究
環
境
の
確
保
に
必

要
な
施
設
を
移
設
・
整
備
す
る

た
め
に
、
東
館
・
南
館
の
長
寿

命
化
を
前
提
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

見
直
し
つ
つ
、
共
通
実
験
準
備

室
棟
と
中
央
館
を
適
切
な
時
期

に
建
て
替
え
て
新
棟
を
建
設
し

ま
す
。

付
属
校
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
持
続
的
な
環
境
整
備
へ

老
朽
化
が
深
刻
な
国
際
高

は
、
別
敷
地
へ
の
移
転
・
建
て

替
え
を
検
討
し
ま
す
。
中
高
・

二
中
高
に
つ
い
て
は
既
存
校
舎

の
利
用
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
合
宿

所
は
、
老
朽
化
の
状
況
に
合
わ

せ
て
更
新
・
複
合
化
・
集
約
化

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大

学
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
法
政
大
学
総
長
室
）

決
さ
れ
た
。

役
員
選
任
（
会
長
・
監
事
）

の
件
に
つ
い
て
は
、
池
谷
中
央

選
挙
管
理
委
員
長
が
説
明
し
た
。

定
款
の
一
部
改
正
の
件

本
件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

第
４
号
議
案

決
さ
れ
た
。
説
明
は
、
池
谷
規

約
管
理
委
員
が
行
っ
た
。

そ
の
後
、
全
般
に
渡
る
質
疑

応
答
が
あ
り
、
本
総
会
に
お
け

る
報
告
お
よ
び
全
議
案
の
審
議

を
終
了
し
た
。

議
長
は
15
時
13
分
に
閉
会
を

宣
し
た
。

2026年度会長・副会長一覧

未
来
を
築
く
学
び
の
基
盤

 

― 

キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
始
動

【市ケ谷キャンパス】
竹中会長（右から5番目）と副会長の顔ぶれ

台風の接近中での総会
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代へ継承する基盤を確立する。

Ⅱ 主要施策
1．全世代ネットワークの拡充
既卒終身会員年間 600 名増を目標に、三大イベントや
SNS を活用した認知向上と入会促進を図る。非会員との差
別化による入会メリットの明確化に加え、若手向けコミュ
ニティ（HOC）事業、卒業生によるキャリア発信、オンラ
インイベントの充実等を推進する。
また、地域・学部・職域・スポーツ等の各パートナー組
織との連携を強化し、若手層の参画促進や非公認団体との
連携拡大を進める。各組織が相互に連携する「有機的ネッ
トワーク」を形成することで、校友会全体の発信力と実行
力を高める。
さらに、公式アプリ、ウェブ決済、SMS等を活用した情
報発信の高度化を進めるとともに、ウェブサイトのリニュー
アルにより利便性向上と参加促進を図る。オンラインとリ
アルを融合した新たな交流機会を創出し、より開かれた校
友会運営を実現する。

2．「価値創造」イベントの推進
世代・地域・職業の多様性を踏まえ、交流と成長機会を
提供するイベントを推進する。世代横断型交流、地域・職
域ニーズに応じた企画、大学・後援会との連携事業、オレ

ンジMAP 連動企画、若手経営者支援等を通じ、交流にと
どまらない「価値創造の場」としてのイベント運営を目指す。

3．大学・学生支援
奨学金や寄付活動を継続し、支援基盤の強化を図る。地
方組織と連携した支援事業、スポーツ支援と情報発信、寄
付講座の実施、「理系コンソーシアム」への協力、スポーツ
強化募金等を推進する。加えて、校友ネットワークを活用
したキャリア支援や学びの機会提供を通じ、大学全体の価
値向上に寄与する。

4．校友施設の整備
2026 年度中のボアソナード・タワー 25階への事務室・
会議室設置実現を目指す。将来的には九段北エリアに「校
友会ホール」「サロン」の整備を構想し、大学・後援会と連
携しながら検討を進める。校友施設を、交流と価値創造の
拠点として位置付ける。

5．本部運営の強化
持続的発展に向け、会員情報管理とセキュリティ強化、
情報発信の高度化、パートナー組織支援、定款・規程見直
し等を推進する。あわせて、透明性と公平性を備えたガバ
ナンス体制を確立し、社会環境の変化に対応できる持続可
能な運営基盤を構築する。

Ⅰ 基本方針
2026 年度も、これまで整備してきたデジタル施策や新
会員システムを活用し、三大イベントを軸に「すべての世
代がつながる」校友会活動を推進する。
2026 年 4月 1日現在、正会員数は 8万 9千人を超え、
法人化以降に導入した「年度同期会生」制度により、約 8
万 1千人の若手組織基盤が形成されている。こうした基盤
を踏まえ、大学・在学生支援を継続するとともに、会員比
率の高い若手層や女性校友の活動支援を強化する。
また、奨学金や募金活動の継続、「法政大学理系コンソー
シアム」との連携、社会連携講座（寄付講座）の実施など、
大学との協働事業を着実に推進する。終身会員向け優待サー
ビス「校友会クラブオフ」や「法政オレンジMAP」につい
ては、公式アプリや SNSを活用した情報発信を強化し、利
用拡大を図る。
さらに、校友施設整備に向けた大学との連携、年度同期
会生のパートナー組織への移籍促進を進めるとともに、大
学・後援会と一体となった「オール法政」ネットワークの
強化を図る。
校友会は単なる親睦団体にとどまらず、社会に開かれた
知のネットワークとしての役割を果たす必要がある。世代・
地域・職域を越えた連携を深め、校友の知見と経験を結び
付けることで新たな価値を創出し、社会へ還元していく。
こうした活動を通じ、校友会の存在意義をさらに高め、次

国
政
の
現
場
で
躍
動
す
る
15
人

―
―
法
大
出
身
議
員
の
現
在
地

第
51
回
衆
議
院
選
挙
で
本
学
出
身
代
議
士
が
８
名
誕
生

２
０
２
６
年
２
月
８
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
51
回
衆
議
院

議
員
選
挙
で
、
本
学
出
身
者
８
名
が
国
会
議
員
と
し
て
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の
志
を
胸
に
学
び
、
挑
戦
を
重
ね
て
き

た
先
輩
た
ち
が
、
い
ま
国
政
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

青
山
　
周
平　
　

社
会
学
部　

自
由
民
主
党

浅
田
　
眞
澄
美　

大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
専
攻　

自
由
民
主
党

鹿
嶋
　
祐
介　
　

工
学
部　
　

自
由
民
主
党

金
子
　
恵
美　
　

文
学
部　
　

中
道
改
革
連
合

川
崎
　
秀
人　
　

経
済
学
部　

自
由
民
主
党　

田
中
　
和
徳　
　

法
学
部　
　

自
由
民
主
党

西
山
　
尚
利　
　

経
済
学
部　

自
由
民
主
党

吉
村
　
悠　
　
　

法
学
部　

自
由
民
主
党

朝
日
　
健
太
郎　

経
営
学
部　

自
由
民
主
党

上
田
　
清
司　
　

法
学
部　

国
民
民
主
党

江
原
　
久
美
子　

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
専
攻

　
　
　
　
　
　
　

国
民
民
主
党

越
智
　
俊
之　
　

工
学
部　

自
由
民
主
党

串
田
　
誠
一　
　

法
学
部　

日
本
維
新
の
会

徳
永
　
エ
リ　
　

法
学
部　

立
憲
民
主
党

松
下
　
新
平　
　

法
学
部　

自
由
民
主
党

本
学
出
身
国
会
議
員
一
覧
（
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

一
般
入
試
の
志
願
者
数
は
前

年
比
１
０
６
％
の
１
１
１
，

２
４
０
人
と
な
り
、
３
年
連
続

で
増
加
し
ま
し
た
。
18
歳
人
口

の
減
少
と
い
う
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
っ
て
、
大
学
間
の
二
極

化
が
進
む
な
か
、
本
学
は
全
国

６
位
と
い
う
高
い
水
準
の
志
願

者
数
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
教
育
・
研
究
は
も
と
よ

り
、
卒
業
生
の
皆
様
が
各
界
で

築
い
て
こ
ら
れ
た
信
頼
と
実
績

の
積
み
重
ね
の
成
果
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

特
筆
す
べ
き
は
、
国
公
立
大

学
と
の
併
願
が
可
能
な
共
通

テ
ス
ト
利
用
「
Ｃ
方
式
（
６

教
科
７
科
目
型
）」
の
躍
進
で

す
。
志
願
者
数
は
過
去
最
多
の

１
１
，７
９
２
人
に
達
し
ま
し

た
。
地
方
試
験
の
実
施
や
Ｃ
方

式
の
浸
透
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

続
い
て
い
た
首
都
圏
（
一
都
三

県
）
へ
の
志
願
者
集
中
が
緩
和

さ
れ
、
地
方
か
ら
の
志
願
者
が

増
加
に
転
じ
る
な
ど
、
本
学
の

魅
力
が
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い

る
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。

入
試
方
式
別
で
は
、
英
語
外

部
試
験
利
用
入
試
（
前
年
比

１
１
７
％
）
や
Ｔ
日
程
（
同

１
１
０
％
）、
Ａ
方
式
（
同

１
０
７
％
）
が
堅
調
に
推
移
し

ま
し
た
。
一
方
で
Ｂ
方
式
（
同

95
％
）
は
や
や
減
少
し
た
も
の

の
、
全
体
と
し
て
本
学
へ
の
期

待
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
法
政
ブ
ラ
ン
ド
の

さ
ら
な
る
発
信
と
入
試
改
革
を

進
め
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
の
実
現
を
図
る
と
と
も

に
、
全
国
か
ら
多
様
で
意
欲
あ

る
受
験
生
を
迎
え
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
母
校
の
発
展
は
、
卒

業
生
の
皆
様
に
と
っ
て
も
誇
り

本
学
は
、
２
０
２
６
年
３
月

９
日
、
将
来
の
発
展
に
向
け
て
、

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
と
連

携
強
化
の
た
め
の
基
本
合
意
を

締
結
し
ま
し
た
。
両
法
人
は
、

千
代
田
区
と
町
田
市
の
そ
れ
ぞ

れ
近
接
し
た
場
所
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
「
千
代
田
区
内
近
接
大
学
の

高
等
教
育
連
携
強
化
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」（
千
代
田
区
キ
ャ
ン

パ
ス
コ
ン
ソ
）
と
「
相
模
原
・

町
田
大
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」（
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
）
を
通
じ
て
協
力
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
合
意
の
目

的
は
、
社
会
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
、
両
法
人
の
リ
ソ
ー
ス
を

志
願
者
11
万
人
超　

３
年
連
続
増
加
、

母
校
の
存
在
感
さ
ら
に
高
ま
る

― 

Ｃ
方
式
が
過
去
最
多
を
更
新
、全
国
へ
広
が
る
法
政
の
魅
力 

―

私立大学志願者数ランキング2026（大学通信調べ）

順位 大学 2026 年 前年比
1 近畿大学 174,789 17,226
2 千葉工業大学 160,170 -1,835
3 東洋大学 119,233 5,471
4 明治大学 115,012 -311
5 日本大学 111,902 19,670
6 法政大学 111,240 6,133
7 立命館大学 98,635 1,718
8 早稲田大学 94,438 -1,500
9 関西大学 87,036 7,177
10 中央大学 73,363 -440

2026年度 一般社団法人法政大学校友会 事業計画（要約版）

生
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

社
会
の
未
来
に
貢
献
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

基
本
合
意
に
基
づ
き
、２
０

２
７
年
４
月
よ
り
、
東
京
家
政

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
を
法

政
大
学
の
系
列
校
と
し
、
校
名

を
「
法
政
大
学
千
代
田
三
番
町

中
学
校
・
高
等
学
校
」（
予
定
）

に
変
更
し
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
の
建
学
の
精

神
「
知
識
（
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ

ｇ
ｅ
）
を
高
め
、
徳
性
（
Ｖ
ｉ

ｒ
ｔ
ｕ
ｅ
）
を
養
い
、技
術
（
Ａ

ｒ
ｔ
）を
磨
く
」（
Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
）

を
、
法
政
大
学
憲
章
「
自
由
を

生
き
抜
く
実
践
知
」
に
融
合
さ

せ
、「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践

Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
と「
自
由
を
生

き
抜
く
実
践
知
」の
融
合

全
国
法
政
大
学
市
長
会
が
、

６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
校
友
会
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
本
欄
で
は
会
員

で
唯
一
の
女
性
市
長
・
佐
藤
座

間
市
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲

載
し
ま
す
。

―
大
学
時
代
の
思
い
出
を

大
学
の
１
年
生
で
結
婚
、
２

年
生
で
出
産
し
て
文
学
部
を
中

退
し
ま
し
た
。
世
間
で
学
歴
詐

称
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
（
笑
い
）。
２
年
間

在
籍
し
な
い
と
中
退
に
も
な
ら

な
い
ん
で
す
。
市
長
選
の
と
き

改
め
て
大
学
に
確
認
し
て
、
在

籍
証
明
書
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
学
時
は
、
飯
田
橋
か
ら
遠

い
神
奈
川
県
の
相
模
原
市
に
住

知
」
を
追
究
す
る
学
び
を
通
し

て
、
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
創
造

的
な
人
を
育
て
る
学
校
に
し
て

い
き
ま
す
。

法
政
大
学
と
教
育
連
携
を
行

い
、
学
校
推
薦
型
選
抜
に
よ
る

法
政
大
学
入
学
者
を
増
加
さ

せ
、
適
切
な
時
期
に
男
女
共
学

化
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
法
政
大
学
と
東
京
家
政

学
院
大
学
に
お
け
る
教
育
面
で

の
連
携
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、

法
人
運
営
面
で
も
連
携
強
化
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
連
携
の
具
体
的
な
内
容
は
、

今
後
、両
法
人
が
設
置
し
た
「
連

絡
協
議
会
」
に
お
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

中
高
大
接
続
と
法
人
連
携

に
よ
る
発
展
を
目
指
し
て

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
と
連
携
強
化
へ

― 
新
た
な
学
び
の
創
造
に
向
け
基
本
合
意
を
締
結

と
な
る
も
の
で
す
。
引
き
続
き

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
法
政
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー
）

２
０
２
７
年
、法
政
大
学
系
列
校

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

ん
で
ま
し
た
。

父
が
一
人
暮
ら
し
の
条
件
と

し
て
、
千
葉
県
鴨
川
の
実
家
か

ら
線
を
引
き
、
そ
の
年
、
私
に

と
っ
て
方
角
の
よ
い
神
奈
川
県

町
田
か
ら
秦
野
の
間
に
住
む
よ

う
に
と
。

―
お
父
様
は
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
の
第

一
人
者
・
幸
村
真
佐
男
さ
ん

は
い
。
Ｃ
Ｇ
の
先
駆
者
で
す

が
、
天
才
と
奇
人
と
の
紙
一
重

で
、
家
族
と
し
て
は
非
常
に
苦

労
し
ま
し
た
し
、
今
も
継
続
中

で
す
。

相
模
原
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
夫
と
知
り
合
い
結

婚
し
ま
し
た
。

―
市
民
運
動
を
経
て
、
ご
主
人

が
大
腸
が
ん
で
２
期
目
の
市
議

出
馬
を
断
念
さ
れ
た
後
を
継

ぎ
、
市
議
４
期
、
２
０
２
０
年

に
は
市
長
に

市
議
の
と
き
、
市
民
に
政
治

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
と
感
じ
ま
し
た
。
行
政

だ
け
で
地
域
の
課
題
の
解
決
は

む
ず
か
し
い
。
市
民
、
団
体
、

企
業
と
連
携
し
て
問
題
を
解
決

し
て
地
域
の
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
「
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
１
つ
と
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
制
度
（
現
在

２
０
０
品
以
上
）
を
導
入
し
ま

し
た
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
寄
付

を
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
地

域
課
題
の
解
決
、
そ
し
て
つ
な

が
る
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

―
少
子
高
齢
化
は
全
国
的
課
題

で
す市

の
人
口
は
そ
ん
な
に
減
っ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
年
少
人
口

が
減
っ
て
い
ま
す
。
待
機
児
童

は
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
し

た
が
、
現
在
は
脱
却
し
て
い
ま

す
。
夫
を
亡
く
し
て
４
人
の
子

育
て
を
し
た
経
験
を
生
か
し
て

18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
な
ど

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返

る
と
、
結
婚
、
出
産
子
育
て
、

市
議
、
市
長
と
20
代
か
ら
ず
っ

と
全
速
力
で
走
り
続
け
て
い
る

感
じ
で
す
。�

�（
桑
原　

政
昭
）

佐
藤
弥み

と斗　

座
間
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人
生
、ず
っ
と
全
速
力
で
す
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校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞
を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
方
面
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

私
は
体
育
会
空
手
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
長
と
し
て
母
校
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
他
大
学
で
空
手

を
始
め
ま
し
た
が
、
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
い
う
思
い
で
法
政

に
入
学
し
、
当
時
の
監
督
に
誘

わ
れ
再
び
空
手
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
主
将

を
務
め
、
部
を
牽
引
し
ま
し
た
。

４
年
間
の
思
い
出
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
く
、
創
部
50
周
年
で

訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
と
の
交
歓
稽

古
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
サ
ー
カ
ス
で

の
思
い
が
け
な
い
交
流
な
ど
、

厳
し
い
稽
古
の
中
に
も
忘
れ
が

た
い
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
集

大
成
の
４
年
生
時
に
、
ド
イ
ツ

開
催
の
世
界
大
会
に
出
場
し
、

団
体
組
手
で
第
３
位
に
な
っ
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

で
す
。

最
近
の
空
手
部
の
成
績
は
素

晴
ら
し
く
、
26
年
の
東
日
本
大

会
は
男
子
団
体
組
手
で
優
勝
、

女
子
は
準
優
勝
で
し
た
。
昨
年

の
イ
ン
カ
レ
団
体
組
手
で
は
男

も
う
一
度
、道
場
へ

体
育
会
空
手
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
長

’86
年　

文
学
部

日
本
文
学
科
卒

竹
本
　
泰
久

女
と
も
に
第
３
位
で
し
た
の

で
、
今
年
は
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を

狙
い
ま
す
。

法
政
大
学
は
、
空
手
に
打
ち

込
む
高
校
生
の
憧
れ
の
進
学
先

で
す
。
文
武
両
道
の
環
境
で
就

職
先
に
も
困
ら
な
い
た
め
で
す
。

空
手
部
の
活
躍
は
、
大
学
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
微
力
で
す
が

貢
献
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
文
武
両

方
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が

全
力
で
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

名　

お
お
い
な
れ
法
政
！

法
政
で
の
日
々
は
私
の
原
点

で
す
。
応
援
団
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
に
所
属
し
、
オ
レ
ン
ジ

の
旗
の
下
で
ア
ス
リ
ー
ト
へ

エ
ー
ル
を
送
る
毎
日
は
宝
物
で

し
た
。
一
方
で
当
時
は
「
私
の

声
は
本
当
に
力
に
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
、自
問
自
答
す
る
日
々

で
も
あ
り
ま
し
た
。

答
え
を
く
れ
た
の
は
、
大
学

４
年
の
秋
に
腎
臓
病
（
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
）
を
患
い
、
約
２
年
間
に
及

ん
だ
入
院
生
活
で
す
。
絶
望
の

中
に
い
た
私
を
救
っ
て
く
れ
た

の
は
、
仲
間
の
温
か
い
応
援
で

し
た
。
人
は
応
援
さ
れ
る
こ
と

で
、
再
び
前
を
向
け
る
。
身
を

も
っ
て
知
っ
た
そ
の
実
感
が
、
私

の
人
生
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

現
在
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社

を
経
営
し
、
主
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア

心
は一生
、応
援
団

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
社
経
営

’88
年　

文
学
部

日
本
文
学
科
卒

藤
井
　
チ
カ

ス
ケ
ー
ト
選
手
ら
の
ス
ポ
ン

サ
ー
獲
得
や
環
境
整
備
に
奔
走

し
て
い
ま
す
。
実
務
の
壁
に
ぶ

つ
か
り
、
己
の
未
熟
さ
に
頭
を

抱
え
る
こ
と
も
多
い
若
輩
者
で

す
が
、
形
を
変
え
た
「
応
援
」

と
し
て
選
手
の
人
生
を
支
え
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

母
校
で
育
ん
だ
「
自
由
と
進

歩
」
の
精
神
を
胸
に
、
心
は
一

生
、
応
援
団
。
挑
戦
者
の
い
ち

ば
ん
近
く
で
、
と
も
に
走
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
学
２
年
目
の
法
政
二
高
か

ら
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
大

学
生
活
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ス

タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

１
番
の
思
い
出
は
「
自
主
マ
ス

コ
ミ
講
座
」
で
す
。
就
職
活
動

の
動
画
作
成
を
夜
遅
く
ま
で
み

ん
な
で
相
談
し
た
時
間
や
、
ア

メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
へ
の

海
外
旅
行
は
、
今
も
私
の
大
切

な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
共

に
夢
を
追
っ
た
仲
間
と
は
今
も

絆
が
深
く
、
沖
縄
や
大
阪
・
函

館
な
ど
、
出
張
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
全
国
各
地
を
訪
れ
る
た
び

に
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
働
く
友
人

と
再
会
し
、
語
り
合
う
の
が
何

よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

卒
業
後
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
北
海
道
の
テ
レ
ビ
局
へ
就

職
。
現
在
は
主
に
サ
ッ
カ
ー
・

コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
記
者
と
し

て
試
合
取
材
や
監
督
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
番
組
制
作
に
奔
走
し

て
い
ま
す
。
北
の
大
地
で
の
生

北
海
道
か
ら
、

今
も
つ
な
が
る
法
政
の
縁

Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放
送

ス
ポ
ー
ツ
部

’24
年　

人
間
環
境
学
部

人
間
環
境
学
科
卒

寺
﨑
　
結
加

活
も
３
年
目
。
雄
大
な
山
々
が

織
り
な
す
雪
景
色
に
は
、
今
も

変
わ
ら
ず
心
が
躍
り
ま
す
。
未

だ
、
凍
っ
た
道
に
は
慣
れ
ず
転

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）。

当
初
は
さ
び
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年

11
月
に
札
幌
で
開
か
れ
た
法
政

会
で
は
、
約
20
名
の
卒
業
生
が

集
結
。
世
代
や
業
種
を
超
え
た

法
政
の
縁
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

母
校
が
繋
い
で
く
れ
た
情
熱
を

胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
北
の
大
地

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
！

令和７年９月２０日、法政大学、法政大学校友会および公益社団法人ふるさと回帰・移
住交流推進機構は、３者が相互の緊密な連携と協力により、地域の課題に迅速かつ適
切に対応し、活力ある個性豊かな地域社会の形成・発展及び地域を担う人材の育成・交
流に寄与し、地方創生に貢献することを目的に、包括連携協定を締結いたしました。具体
的な連携事項としては、学生支援に関する事項、教育・研究に関する事項、卒業生支
援に関する事項、その他、３者が必要と認める事項です。そこで本稿では、ふるさと回帰・
移住交流推進機構の活動を知らない校友会の皆さまも多いと思いますので、本機構の活
動の一部としてのふるさと回帰支援センター・東京の取組について、紹介させていただきます。
ふるさと回帰支援センター・東京は、JR有楽町駅に隣接する東京交通会館８階に設置

されています。図１の出展自治体一覧にある通り、44都道府県１政令市が、移住相談ブー
スを構え、全国の移住相談に対応しています。また、センター内には、ハローワークが８年
前より設置されており、全国の就職相談にも対応しています。ふるさと回帰支援センター・
東京の取組については、大きく二つあり、その一つは、移住希望者に向けた情報発信で、
移住相談（対面相談、
オンライン相談、電話相
談、メール相談）の対応、
地方暮らしセミナー（自
治体等との連携のもと）
の開催、大規模移住相
談フェアとしてのふるさと
回帰フェアの開催です。
もう一つは、地方移住に
取り組む自治体向けのノ
ウハウ提供で、各種研
修会の開催や地方移住
施策全般におけるコンサ
ルティング等の実施です。

ふるさと回帰支援センター・東京の現状についてですが、2025年の１年間の移住相談
件数は73,003 件で、地方暮らしセミナーの開催数は658回です（図２）。図２にある通
り、移住相談件数（棒グラフ）、地方暮らしセミナーの開催数（折れ線グラフ）については、
2020年を除いて、右肩上がりに推移をしています。これにより、年々、地方移住の関心
が高まっていることがわかります。ちなみに、2020年は、新型コロナ禍にあり、ふるさと回
帰支援センター・東京の休館等によって、移住相談件数、地方暮らしセミナーの開催数は、
減少しました。

つぎに、移住相談者の内訳について、まずは、移住相談者の年代についてです。図
３にある通り、2025年のセンター利用者の年代は、20代、30代、40代を合計すると
60％を超えています。なお、この傾向は2015年以降、継続しています。これにより、センター
の利用者は現役世代が多いことがわかります。ちなみに、2008年を見てみると、50代、
60代、70代を合計すると70％弱で、この頃は、定年退職前後の移住相談が多かった
ことがわかります。つぎに、UJIターン別の分類についてです。図４にある通り、2025年
の相談者の71.6%が、Iターンです。また、Uターンは、15.8％です。これにより、首都
圏に生まれ育ち、首都圏で生活をしている相談者の割合が多いことがわかります。

これまで、ふるさと回帰支援センター・東京の取組について、紹介してきました。要約を
すると、ふるさと回帰支援センター・東京は、有楽町にあり、全国の移住相談に対応し、
相談件数は、増加傾向にあり、相談者の内訳は、現役世代が多く、Iターンが多い傾向です。
法政大学校友会の皆さまにおかれましては、今後、より一層の連携をお願いさせていただく
とともに、校友会の皆さまのお知り合いの方が、地方移住等を検討している場合は、ふるさ
と回帰支援センター・東京をご紹介いただきますようお願いさせていただきます。また、皆さま、
上京の際は、是非、ふるさと回帰支援センター・東京に気軽にお立ち寄りいただき、私共
職員との情報交換・交流等を行っていただければ幸いです。

ふるさと回帰支援センター・東京について 公益社団法人ふるさと回帰・移住交流推進機構
渉外担当副本部長　稲垣文彦

図２　移住相談件数の地方暮らしセミナーの開催数の推移

図１　出展自治体一覧
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ム
校
歌
と
進
行
し
、
卒
業
生
の

力
強
い
旅
立
ち
を
参
加
者
一
同

で
祈
念
致
し
ま
し
た
。

歓
談
の
場
で
、〝
４
年
間
の

努
力
を
学
生
同
士
お
互
い
に
讃

え
あ
う
〟
光
景
は
素
晴
ら
し
く
、

卒
業
後
の
進
路
と
夢
を
力
強
く

語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
頼
も
し

い
限
り
で
し
た
。

法
政
大
学
経
営
学
部
同
窓
会

か
ら
は
、
成
績
優
秀
者
に
高
級

記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
呈
致
し

ま
し
た
。

�

（
副
会
長　

藤
野　

晋
）

松
戸
支
部
総
会
開
か
れ
る

２
月
26
日
（
木
）
松
戸
商
工

会
議
所
で
45
名
の
会
員
参
加
の

も
と
、
令
和
８
年
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、岩
橋
支
部
長
か
ら
「
支

部
一
丸
と
な
っ
て
、
更
な
る
会

員
増
強
と
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
、
母
校
発
展
に
尽
く
そ
う
」

と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
報

告
・
審
議
事
項
の
全
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
支
部
会
員
で

も
あ
り
、
校
友
会
副
会
長
の
岡

本
氏
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
同

じ
く
支
部
会
員
の
山
崎
組
織

部
副
部
長
か
ら
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
は
「
松
戸
市
の
現
状
と

将
来
の
松
戸
市
の
在
り
方
」
と

題
し
て
、
松
戸
隆
政
市
長
の
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。 松

戸
支
部

松
戸
支
部

２
０
２
５
年
度
法
学
部
卒

業
生
祝
賀
会
開
催

法
学
部
で
は
、
３
月
24
日
に

卒
業
生
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
大
学
や

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
企
画
・
広
報
・
運
営
（
司

会
、
受
付
等
）
の
全
面
的
な
協

力
も
あ
り
、
過
去
最
多
と
な
る

３
０
０
名
超
の
卒
業
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

送
る
側
も
、
廣
瀬
前
総
長
、

西
田
理
事
、
法
学
部
教
授
会
の

新
旧
学
部
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
教
員
が
参
加
し
、
会
場
は
大

変
な
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
と
懇
談
す
る
と
、
早

期
化
す
る
就
職
活
動
の
中
で

も
、
４
年
次
ま
で
粘
り
強
く
活

動
し
、
第
１
志
望
へ
の
進
路
を

実
現
し
た
学
生
も
多
く
、
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
試
験
、
起
業
な

ど
に
挑
戦
す
る
自
立
志
向
の
学

生
も
増
え
て
い
る
印
象
で
し
た
。

同
窓
会
長
か
ら
は
、「
生
成

Ａ
Ｉ
時
代
を
担
う
人
材
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
生
た

ち
は
、
ど
こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
が
便

利
か
な
ど
、
す
で
に
自
在
に
活

用
し
て
い
る
様
子
で
、＂
Ａ
Ｉ

ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
＂
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

�（
岸
岡
正
比
古　

広
報
委
員
会
）

「
皇
居
東
御
苑
」
に
行
く

文
学
部
同
窓
会
で
は
、〈
特

別
企
画
〉
と
し
て
、
毎
年
春
と

秋
に
都
内
・
近
郊
散
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
８
年
５
月
７
日
（
木
）、

本
会
の
井
坂
義
雄
・
元
会
長
（
本

学
名
誉
教
授
）
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
午
後
１
時
、
千
代
田
区

の
地
下
鉄
・
大
手
町
駅
に
集
合

し
て
、「
皇
居
東
御
苑
」
を
訪

ね
ま
し
た
。

東
御
苑
を
含
む
旧
江
戸
城

は
、
平
安
時
代
末
期
、
関
東
の

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会
豪
族
・
江
戸
重
継
が
武
蔵
国
豊

島
郡
江
戸
郷
に
居
館
を
構
え
た

こ
と
に
始
ま
り
、
室
町
時
代
中

期
の
１
４
５
７
年
、
太
田
道
灌

が
城
と
し
て
の
基
盤
を
築
き
ま

し
た
。

豊
臣
時
代
末
期
の
１
５
９
０

年
、
徳
川
家
康
が
入
城
し
て
以

降
は
城
の
規
模
が
拡
大
・
整
備

さ
れ
て
、
江
戸
幕
府
の
政
治
的

中
心
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
以

降
は
皇
居
と
な
り
、
昭
和
43
年
、

東
御
苑
の
部
分
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

東
御
苑
は
旧
江
戸
城
の
本
丸

や
天
守
閣
跡
を
含
む
区
域
で
、

当
時
の
建
物
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
忠
臣
蔵
で
有

名
な
松
の
廊
下
跡
や
大
奥
だ
っ

た
所
を
見
て
、
江
戸
城
だ
っ
た

頃
を
偲
び
ま
し
た
。

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

桜
を
愛
で
、歴
史
に
触
れ
る

―
―
群
馬
路
１
泊
２
日
の

観
桜
行

法
政
経
友
会
で
は
４
月
９
日

（
木
）か
ら
１
泊
２
日
で
、有
志

を
募
り
小
旅
行
を
実
施
し
た
。

群
馬
県
前
橋
市
の
赤
城
南
面

千
本
桜
や
、世
界
遺
産
の
富
岡

製
糸
場
な
ど
を
訪
れ
た
。参
加

者
は
、群
馬
県
太
田
市
の
会
員

２
名
に
加
え
、理
系
同
窓
会
か

ら
参
加
の
ご
夫
妻
を
含
む
計
17

名
。平
均
年
齢
80
歳
を
超
え
る

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
意
欲
に
満

ち
た
一
行
は
、そ
の
元
気
な
様

子
で
周
囲
の
目
を
引
い
た
。

初
日
は
、赤
城
山
麓
に
広
が

経
済
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会

る
千
本
桜
の
花
吹
雪
や
芝
桜
を

堪
能
し
た
。同
地
は
赤
城
山
南

面
の
道
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

桜
並
木
で
、約
１
，４
０
０
本
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲
き
誇
り
、

「
日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
」に
も

選
ば
れ
て
い
る
。続
い
て
訪
れ

た
高
崎
白
衣
大
観
音
で
は
、昭

和
11
年
建
立
、高
さ
41
・
８
メ
ー

ト
ル
を
誇
る
そ
の
威
容
に
圧
倒

さ
れ
た
。

２
日
目
は
、富
岡
製
糸
場
を

見
学
。重
厚
な
レ
ン
ガ
造
り
の

施
設
を
前
に
、明
治
に
始
ま
る

日
本
の
本
格
的
製
糸
業
の
歴
史

に
思
い
を
馳
せ
た
。

そ
の
後
は
高
崎
市
内
に
移
動

し
、年
明
け
の
だ
る
ま
市
で
知

ら
れ
る
少
林
山
達
磨
寺
な
ど
を

巡
り
、充
実
し
た
行
程
を
締
め

く
く
っ
た
。

�

（
嶋　

崇
）

経
営
学
部
卒
業
祝
賀
会
を

開
催外濠

公
園
に
桜
の
花
が
開
花

し
始
め
た
中
、
２
０
２
６
年
３

月
24
日
（
火
）
に
第
１
４
４
回

法
政
大
学
学
位
授
与
式
が
日
本

武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、
豪
華
式

典
の
後
に
今
年
も
恒
例
の
経
営

学
部
卒
業
祝
賀
会
が
富
士
見
坂

校
舎
地
下
１
階
富
士
見
坂
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
学
部
同
窓
会
は
、
今
年

も
こ
の
経
営
学
部
卒
業
祝
賀
会

に
ご
招
待
を
頂
き
ま
し
た
。

倉
林
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
と

乾
杯
の
ご
発
声
で
祝
宴
は
和
や

か
に
始
ま
り
、
成
績
優
秀
者
の

表
彰
と
応
援
団
指
揮
の
ス
ク
ラ

経
営
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

市
役
所
法
友
会
の
金
子
会
長

の
乾
杯
で
懇
談
に
入
り
、
岩
橋

支
部
長
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

新
人
会
員
の
紹
介
や
市
役
所

会
員
の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ

り
、
最
後
に
元
野
球
部　

市
役

所
法
友
会
鈴
木
達
朗
氏
の
エ
ー

ル
と
と
も
に
全
員
が
円
陣
を
組

み
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

�

（
幹
事
長　

松
山　

幹
彦
）

昭
和
の
名
曲
に
酔
う
ひ
と

と
き　
―
第
4
回
昭
和
歌

謡
コ
ン
サ
ー
ト
、
厚
木
で

盛
況
開
催

神
奈
川
県
校
友
会
は
、
３
月

15
日
、
厚
木
市
に
お
い
て
第
４

回
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
た
。
前
身
で
あ
る
「
か
な

が
わ
歌
声
コ
ン
サ
ー
ト
」（
全
３

回
）
か
ら
通
算
す
る
と
、
今
回

で
７
回
目
の
開
催
と
な
る
。
昨

年
は
横
須
賀
市
で
実
施
さ
れ
、

今
回
は
厚
木
法
友
会
の
主
管
の

も
と
、厚
木
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
来
場
者
と
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
合
わ
せ
て
約
３
０
０

名
が
集
い
、
会
場
は
終
始
熱
気

に
包
ま
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
カ
ル
テ
ッ
ト
」
が
昭

和
の
名
曲
を
中
心
に
20
曲
以
上

を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
。
さ

ら
に
後
半
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
女
優
・
歌
手
の

神
奈
川
県
校
友
会

神
奈
川
県
校
友
会

沢
田
亜
矢
子
氏
が
登
場
し
、
華

や
か
な
彩
り
を
添
え
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、「
Ｔ
Ｈ

Ｅ
カ
ル
テ
ッ
ト
」
に
よ
る
法
政

大
学
校
歌
が
披
露
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・

関
係
者
が
声
を
合
わ
せ
て
合

唱
。
世
代
を
超
え
て
心
を
一
つ

に
す
る
、
感
動
的
な
締
め
く
く

り
と
な
っ
た
。

�

（
幹
事
長
・
犬
飼
隆
雄
）

和
歌
山
か
ら
法
政
へ
―
―

未
来
を
担
う
ア
ス
リ
ー
ト

へ
の
激
励

和
歌
山
県
校
友
会
（
大
岩
德

成
会
長
）
で
は
、
和
歌
山
か
ら

法
政
大
学
へ
進
学
す
る
高
校
生

ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
２
月
18
日
に
和
歌

山
県
立
和
歌
山
北
高
校
（
川
口

勝
也
校
長
）
を
訪
問
し
、
自
転

車
部
の
園
田
伊
吹
選
手
、
ボ
ー

ト
部
の
村
上
葉
留
選
手
を
、
続

い
て
２
月
26
日
に
は
和
歌
山
県

立
紀
北
工
業
高
校
（
阪
中
潤
校

長
）
を
訪
れ
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
の
堂
田
隼
翔
選
手

を
激
励
し
ま
し
た
。

大
岩
会
長
か
ら
は
「
４
年
間
、

け
が
な
く
全
力
で
頑
張
っ
て
く

和
歌
山
県
校
友
会

和
歌
山
県
校
友
会

法
学
部
同
窓
会

法
学
部
同
窓
会

パートナー組織紹介SERIES

受
け
継
が
れ
る
伝
統

体
育
会
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・

水
上
ス
キ
ー
部
は
１
９
５
６
年

に
創
部
さ
れ
、今
年
で
70
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
学
生

が
こ
の
部
で
青
春
を
過
ご
し
ま

し
た
。

水
上
ス
キ
ー
と
い
う
競
技
を

通
じ
て
技
術
だ
け
で
な
く
、仲

間
と
の
絆
や
挑
戦
す
る
精
神
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
後
輩
へ
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
は
、今
も
確
か

に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

常
陸
利
根
川
で
の
鍛
錬

現
在
、部
員
た
ち
は
茨
城
県

潮
来
市
を
流
れ
る
常
陸
利
根
川

を
拠
点
に
、合
宿
形
式
で
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。水
上

ス
キ
ー
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に

牽
引
さ
れ
て
水
面
を
滑
走
す
る

競
技
で
、ス
ラ
ロ
ー
ム
、ト
リ
ッ

ク
、ジ
ャ
ン
プ
の
３
種
目
で
得

点
を
競
い
ま
す
。早
朝
の
静
か

な
水
面
で
の
練
習
や
ボ
ー
ト
の

準
備
、器
材
の
整
備
な
ど
、華
や

か
な
滑
走
の
裏
に
は
地
道
な
努

力
が
あ
り
ま
す
。合
宿
生
活
の

中
で
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で

受
け
継
が
れ
る
水
上
の
伝
統

受
け
継
が
れ
る
水
上
の
伝
統

― 

体
育
会
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・
水
上
ス
キ
ー
部 
創
部
70
周
年 

―

部
員
同
士
の
結
び
つ
き
も
深
ま

り
、困
難
を
乗
り
越
え
る
力
が

培
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
カ
レ
優
勝
へ
の
挑
戦

部
員
た
ち
の
最
大
の
目
標

は
、９
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日

本
学
生
水
上
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
（
イ
ン
カ
レ
）で
の
優
勝
で

す
。２
０
２
５
年
度
大
会
で
は

男
子
総
合
２
位
、女
子
総
合
３

位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。ト
リ
ッ
ク
競
技
で
は
小
泉

心
選
手
（
４
年
）が
１
位
、前
澤

海
人
選
手
（
４
年
）が
３
位
に

入
賞
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

に
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
日

本
代
表
と
し
て
国
際
大
会
に
出

場
し
て
き
ま
し
た
。

次
の
時
代
へ

現
役
学
生
の
挑
戦
を
支
え
て

い
る
の
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
存
在

で
す
。応
援
や
交
流
を
通
じ
て

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、部
の
伝
統
が
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。70
年
の
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
て
き
た
絆
を
大
切

に
し
な
が
ら
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
・
水
上
ス
キ
ー
部
が
こ
れ
か

ら
も
水
上
に
新
た
な
歴
史
を
刻

み
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
会
長　

大
村　

裕
昭
）

東御苑大手門前で（中央が井坂元会長）

岩橋支部長のマジックショー

【
５
面
に
つ
づ
く
】
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桑
野
秀
光
元
校
友
会
会
長

が
、
２
０
２
６
年
４
月
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

法
政
大
学
校
友
会
会
長
と
し

て
重
責
を
担
わ
れ
た
桑
野
秀
光

先
輩
は
、
福
岡
の
地
よ
り
上
京

さ
れ
法
政
大
学
法
学
部
に
入
学
、

１
９
６
４
年
に
ご
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。
我
が
国
が
高
度
成
長
の

成
熟
期
に
あ
っ
た
時
代
、
先
輩

は
日
本
を
代
表
す
る
ブ
レ
ー
キ

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
曙
ブ
レ
ー
キ

手
は
法
政
大
学
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
期
待
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
実
感
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
堂
田
選
手
が
「
大
学
卒
業

後
は
和
歌
山
に
戻
り
、
教
員
と

し
て
後
輩
を
育
て
た
い
」
と
具

体
的
な
目
標
を
語
っ
て
く
れ
た

こ
と
で
す
。

ま
た
、
贈
呈
式
に
同
席
さ
れ

た
体
育
会
重
量
挙
部
Ｏ
Ｂ
の
笠

松
敏
夫
先
輩
（
１
９
８
２
年
社

会
学
部
応
用
経
済
学
科
卒
）
に

と
っ
て
も
、
県
内
高
校
か
ら
母

校
へ
選
手
を
送
り
出
す
の
は
実

に
42
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
、
そ

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
の
様
子
で

し
た
。

数
あ
る
大
学
の
中
か
ら
法
政

大
学
を
選
ん
だ
皆
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
、
皆
さ
ん
の
活

躍
で
法
政
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
副
会
長　

川
上
敏
明
）

〈
叙
位
・
叙
勲
〉

旭
日
双
光
章

廣
瀬 

武
雄
氏
（
元　

瑞
穂
市
議
会

議
員
）
65
年
法
学
部
卒

前
岐
阜
県
校
友
会
会
長

藤
井 

幸
一
氏
（
元　

サ
ン
マ
ル
コ

食
品
株
式
会
社
社
長
）

74
年
社
会
学
部
卒

北
海
道
校
友
会
代
表
議
員

旭
日
単
光
章

北
村 

敏
雄
氏
（
元　

長
岡
市
監
査

委
員
）
72
年
経
営
学
部
卒

瑞
宝
重
光
章

品
川 

萬
里
氏
（
元　

郵
政
審
議
官

／
元
郡
山
市
長
）

元
法
政
大
学
Ｉ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー

学
術
担
当
教
授

元
法
政
大
学
理
工
学
部
経
営
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授

法
政
大
学
校
友
会
の
３
大
行
事
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
「
第
25
回
オ
ー
ル
法
政

ゴ
ル
フ
大
会
＂
総
長
杯
＂」が
、２
０
２
６
年

５
月
11
日
（
月
）、千
葉
県
市
原
市
の
名
門
・

キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
42
組
１
６
６
名
の
参
加
が
あ
り
、

総
合
優
勝
者
は
柳
原
純
二
さ
ん
（
大
分
県

校
友
会　

写
真
左
）で
、女
子
の
優
勝
者
は

山
口
優
子
さ
ん
（
中
央
支
部
）で
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

青
春
は
今
も
続
く

再
会
が
く
れ
た
勇
気
と
法
政
魂

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
着
く
と
、
校
歌

や
「
チ
ャ
ン
ス
法
政
」
が
鳴
り
響
き
、

胸
は
高
鳴
り
、
心
は
躍
り
、
青
春
時

代
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

一
学
年
下
の
妹
・
山
田
麻
友
美
と

と
も
に
、
同
級
生
や
妹
の
友
人
た
ち

と
の
笑
顔
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

法
政
の
絆
を
深
め
る
春
の
祭
典

法
政
の
絆
を
深
め
る
春
の
祭
典

陸
上
競
技
部
に
2
年
連
続
で

寄
付
金
と
協
賛
品
を
贈
呈

沖
縄
県
校
友
会
（
普
久
原
啓

之
会
長
）
は
、
令
和
８
年
３
月

１
日
、
沖
縄
市
で
合
宿
す
る
法

政
大
学
陸
上
競
技
部
を
訪
ね
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
寄
付
金
と

協
賛
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

校
友
会
か
ら
普
久
原
会
長
、

沖
縄
県
校
友
会

沖
縄
県
校
友
会

〈
知
事
・
市
長
・
町
長
〉

〇
神
奈
川
県
秦
野
市
長

高
橋 

昌
和
氏
（
た
か
は
し 

ま
さ
か

ず
）
79
年
社
会
学
部
卒

26
年
1
月
31
日
～
3
期
目

〇
埼
玉
県
と
き
が
わ
町
長

前
田 

栄
氏
（
ま
え
だ 

さ
か
え
）

80
年
社
会
学
部
卒

26
年
2
月
26
日
～
1
期
目

〇
茨
城
県
小
美
玉
市
長

島
田 

幸
三
氏（
し
ま
だ 

こ
う
ぞ
う
）

26
年
４
月
30
日
～
２
期
目

〇
山
形
県
東
根
市
長

鈴
木 

敬
一
氏（
す
ず
き 

け
い
い
ち
）

89
年
経
営
学
部
卒

26
年
５
月
31
日
～
１
期
目

〈
新
社
長
〉

○
㈱
コ
メ
兵

山
内 

祐
也
氏（
や
ま
う
ち 

ゆ
う
や
）

00
年
経
済
学
部
卒

岐
阜
県
出
身
、
48
歳

25
年
６
月
25
日
就
任

〇
シ
ョ
ー
ボ
ン
ド
建
設
㈱

島
田 

貴
靖
氏（
し
ま
だ 

た
か
や
す
）

92
年
経
済
学
部
卒

熊
本
県
出
身
、
57
歳

26
年
４
月
1
日
就
任

〇
岡
三
証
券
㈱

大
杉 

茂
氏
（
お
お
す
ぎ 

し
げ
る
）

89
年
経
営
学
部
卒

埼
玉
県
出
身
、
60
歳

26
年
４
月
１
日
就
任

『PIZZA FOR PEACE 世界で愛される
　　　　　ピザレストラン Pizza 4P'sの軌跡』

益子陽介 著
Pizza 4P’s代表取締役（社会学部社会学科2003年卒）

（宝島社）

サイバーエージェントからベトナムでピザ屋へ
アメリカはじめ世界6カ国に42店舗を展開
Amazonビジネス・経済カテゴリー1位を獲得

東京（麻布台ヒルズ）をはじめ、アメリカ、ベトナム、インド、インドネシア、カンボジア
の6カ国・42店舗を展開するPizza 4P’s代表、益子陽介さんが、著書『PIZZA FOR 
PEACE 世界で愛されるピザレストラン Pizza 4P'sの軌跡』を発表しました。今回は、
益子さんにこれまでの歩みについて語ってもらいました。

在学中は社会学部の稲増ゼミで映像制作に取り組み、派遣留学制度を利用して
イギリスの映画学部へ留学しました。
自主マスコミ講座にも所属していましたが、卒業までに7年を要し、就職活動では
約100社すべて不採用という結果に終わりました。
何とか人材紹介会社の紹介で社員12名ほどの商社に入社。3か月後にはバーレー

ンの蟹工場で、インド人スタッフとともに働くことになります。その後、サイバーエージェ
ントに転職することになったのですが、人生は本当に、何が起こるかわかりません。
ゼミの同級生を亡くし、深い喪失感から暫く立ち直れない時期がありました。そん
な時、2005年に当時の恋人に頼まれ、法政第一中学校時代の仲間たちと庭にピザ
窯を作ったことが大きな転機となりました。
人に喜んでもらうことの嬉しさから次第に回復し、文学部出身の仲間が映像制作会社

を辞めてピザ職人として修行を開始。ともにベトナムで「Pizza 4P’s」を立ち上げました。
現在は約3,800人の社員とともに、世界に挑戦を続けていると同時に、23年には

おひざ元である麻布台ヒルズに東京店を開店しました。振り返ると、法政で出会った
仲間こそが、僕の原点であり、最大の財産です。
そんな軌跡を一冊にまとめました。ぜひご笑覧ください。

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
皆
は
す
で
に

練
習
場
で
猛
練
習
中
。
ス
タ
ー
ト
前
か

ら
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
た
状
態
で
し
た
。

オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え
が
上
手
で
、

勝
負
に
は
と
こ
と
ん
熱
い
―
―
ま
さ

に
法
政
魂
。
そ
の
姿
に
、
私
も
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
今
回
の
同
伴
プ
レ
ー

ヤ
ー
４
人
の
う
ち
、
私
を
含
め
た
３

人
が
60
歳
の
と
き
に
が
ん
の
手
術
を

受
け
、
現
在
も
治
療
を
続
け
て
い
ま

す
。
お
互
い
の
経
過
を
語
り
合
い
、

元
気
な
姿
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
、

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
手
術
か
ら
１
年
後
の
一
昨
年
、

こ
の
大
会
で
思
い
が
け
ず
女
子
の
部

で
優
勝
し
ま
し
た
。
病
気
が
見
つ
か
っ

て
か
ら
の
つ
ら
い
日
々
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ
と
を

実
感
し
、
そ
の
喜
び
を
仲
間
た
ち
と

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
も
、
私
た
ち
の
仲
間

か
ら
女
子
の
部
優
勝
者
が
誕
生
し
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

大
学
の
集
い
は
、
私
た
ち
を
学
生

時
代
へ
と
戻
し
、
元
気
と
活
力
を
与

え
て
く
れ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
実
家
は
人
形
町

の
親
子
丼
発
祥
の
老
舗
「
玉
ひ
で
」。

知
る
人
ぞ
知
る
法
政
一
家
で
す
。
父
、

兄
、
妹
、
夫
、
長
男
、
甥
な
ど
親
族

11
人
が
法
政
大
学
に
縁
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、福
井
県
に
嫁
い
だ
私
は
、

福
井
県
校
友
会
女
性
部
会
長
の
北
川

頼
子
先
輩
の
も
と
、
熱
く
楽
し
く
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
校
友
会
本
部

役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
事
務
局
の

皆
様
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

来
年
は
仲
間
た
ち
よ
り
一
足
早
く

練
習
場
に
向
か
い
、
笑
顔
で
待
ち
受

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

自転車部の園田伊吹選手、ボート部の村上葉留選手を囲んでウエイトリフティング部の堂田隼翔選手を激励

工
業
㈱
に
入
社
さ
れ
、
卓
越
し

た
識
見
と
行
動
力
に
よ
り
数
々

の
実
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
副
会
長
と
し
て
同

社
を
世
界
的
企
業
へ
と
導
か
れ

た
功
績
は
、
今
な
お
多
く
の

人
々
の
深
い
敬
意
を
集
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
上
場
企
業
役
員
で
母

校
出
身
者
の
集
ま
り
で
あ
る

「
法
政
財
界
人
倶
楽
部
」
に
お

い
て
も
早
く
か
ら
活
動
に
参
画

さ
れ
、
や
が
て
副
会
長
と
し
て

会
の
基
盤
強
化
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
乞
わ
れ
て
校
友
会

本
部
の
活
動
に
加
わ
ら
れ
、
会

長
と
し
て
会
の
運
営
を
託
さ
れ

て
後
は
『
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
為
の
価
値
の
創
造
』

を
旗
印
に
校
友
会
の
近
代
化
に

尽
力
さ
れ
、
総
合
私
立
大
学
卒

業
生
組
織
と
し
て
全
国
で
初
と

な
る
一
般
社
団
法
人
化
を
実
現

桑
野
秀
光
元
校
友
会
会
長
を
偲
ん
で

桑
野
秀
光
元
校
友
会
会
長
を
偲
ん
で

略　歴
一般社団法人法政大学校友会元会長 
名誉顧問
1937年、福岡県飯塚市に生まれる。
1960年3月、法政大学法学部法律学科
卒業。
曙ブレーキ工業株式会社において代表
取締役、副会長、名誉相談役を歴任。
また、法政大学理事、同評議員を務め、
大学運営にも尽力。
2014年4月発足した一般社団法人法
政大学校友会の初代会長に就任し、
2018年6月までその任にあたり、校友会
の基盤確立と発展に大きく貢献した。

桑野　秀光 氏
（くわの ひでみつ）

だ
さ
い
！
」
と
の
エ
ー
ル
と
と

も
に
激
励
金
が
贈
ら
れ
、
各
選

さ
れ
ま
し
た
。
今
日
の
重
厚
か

つ
透
明
性
あ
る
校
友
組
織
の
礎

は
、
ま
さ
に
桑
野
先
輩
の
高
邁

な
理
念
と
情
熱
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
先
輩
は
日
本
の
伝

統
芸
能
に
も
造
詣
が
深
く
、
自

ら
小
唄
を
嗜
ま
れ
る
な
ど
情
緒

豊
か
な
教
養
人
と
し
て
も
多
く

の
敬
愛
を
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
実
業
界
と
社
会

貢
献
分
野
に
大
き
な
足
跡
を
残

さ
れ
た
桑
野
先
輩
が
病
に
倒
れ

ら
れ
た
こ
と
は
、
痛
恨
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
、
先
輩
の
ご
功
績
に

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
捧

げ
、
校
友
一
同
と
と
も
に
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

（
校
友
会
前
会
長  

佐
々
木
郁
夫
）

【
４
面
か
ら
つ
づ
く
】

〇
野
村
不
動
産
ラ
イ
フ
＆
ス
ポ
ー
ツ
㈱

石
井 

康
裕
氏（
い
し
い 

や
す
ひ
ろ
）

93
年
経
営
学
部
卒

神
奈
川
県
出
身
、
55
歳

26
年
４
月
１
日
就
任

〇
㈱
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

松
本 

高
一
氏
（
ま
つ
も
と 

こ
う
い

ち
）
02
年
経
営
学
部
卒

富
山
県
出
身
、
46
歳

26
年
４
月
１
日
就
任

〇
㈱
セ
ブ
ン
Ｃ
Ｓ
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

井
上 

裕
氏
（
い
の
う
え 

ゆ
た
か
）

89
年
経
済
学
部
卒

神
奈
川
県
出
身
、
59
歳

26
年
５
月
21
日
就
任

〇
明
和
産
業
㈱

久
保
秋 

実
氏（
く
ぼ
あ
き 

み
の
る
）

91
年
経
済
卒

東
京
都
出
身
、
57
歳

26
年
６
月
26
日
就
任

〈
訃
報
〉

〇
對
馬 

忠
雄
氏
（
67
年 

法
卒
）

25
年
１
月
没
・
享
年
80
歳

○
牧
野　

大
輔
氏
（
76
年 

法
卒
）

25
年
４
月
没
・
享
年
71
歳

○
中
澤 

博
氏
（
64
年 

経
営
卒
）

25
年
12
月
没
・
享
年
84
歳

○
清
水 

昌
良
氏
（
69
年 

工
卒
）

25
年
12
月
没
・
享
年
78
歳

〇
宮
川 

誠
也
氏
（
59
年 

経
済
卒
）

26
年
１
月
没
・
享
年
88
歳

〇
神
谷 

健
司
氏
（
経
営
学
部
教
授
）

26
年
２
月
没
・
享
年
67
歳

〇
北
朴
木 

高
信
氏
（
83
年 

大
学
院

経
済
学
修
了
）

26
年
３
月
没
・
享
年
69
歳

前
奈
良
県
校
友
会
会
長

○
津
野 

良
弘
（
金
原
亭 

伯
楽
）
氏

（
61
年 

法
卒
）

26
年
３
月
没
・
享
年
87
歳

○
桑
野 

秀
光
氏
（
60
年 

法
卒
）

26
年
４
月
没
・
享
年
88
歳

校
友
会
名
誉
顧
問  

元
校
友
会
会
長

○
大
野 

文
義
氏
（
51
年 

経
済
卒
）

26
年
４
月
没
・
享
年
98
歳

○
清
水 

幹
夫
氏
（
現
代
福
祉
学
部

名
誉
教
授
）

26
年
５
月
没
・
享
年
82
歳

○
塩
塚 

顥
氏
（
63
年　

法
卒
）

26
年
６
月
没
・
享
年
85
歳

以
下
会
員
様 

没
年
・
享
年
不
明

○
井
口 

千
秋
氏
（
64
年 

経
済
卒
）

○
岩
田 

源
氏
（
61
年 

社
会
卒
）

○
栗
山 

秀
太
良
氏（
64
年 

社
会
卒
）

○
小
林 

偉
査
史
氏
（
59
年 

二
部
経

済
卒
）

○
関
本 

喬
輔
氏
（
63
年 

経
済
卒
）

○
中
山 

輝
幸
氏
（
59
年 

経
済
卒
）

○
深
井 

信
朗
氏
（
61
年 

経
済
卒
）

○
横
山 

昭
夫
氏
（
56
年 

経
済
卒
）

鈴
木
洋
一
副
会
長
、
糸
数
淳
顧

問
、
新
垣
淑
博
幹
事
長
が
宿
泊

先
の
で
い
ご
ホ
テ
ル
を
訪
ね
、

「
実
り
あ
る
沖
縄
合
宿
を
着
実

に
競
技
力
強
化
に
つ
な
げ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
陸
上
競
技
部
の
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

木村得代（旧姓　山田）
文学部地理学科

1986年卒

第25回オール法政ゴルフ大会“総長杯”開催
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長
野
県
校
友
会
会
長
・
木
内
均
さ
ん

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
・
宮
部
大
己
選
手

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
で
プ
レ
ー
す
る
宮
部
大
己
選

手
も
、
法
政
大
学
出
身
だ
。

２
０
２
１
年
、
複
数
ク
ラ
ブ
か
ら
オ
フ
ァ
ー

を
受
け
る
中
、「
ク
ラ
ブ
の
情
熱
と
地
域
の
魅
力
」

に
惹
か
れ
て
松
本
山
雅
入
り
を
決
断
し
た
。

「
夢
を
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
幸
せ
で
す
」

大
学
時
代
は
＂
サ
ッ
カ
ー
漬
け
＂
の
日
々
だ
っ

た
と
い
う
。

現
在
は
Ｍ
Ｆ
と
Ｄ
Ｆ
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

の
期
待
を
背
負
っ
て
戦
っ
て
い
る
。

「
学
生
時
代
は
自
分
の
た
め
に
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
今
は
、
松
本
の
街
や
応
援
し
て

く
れ
る
人
の
た
め
に
戦
っ
て
い
ま
す
」

東
京
出
身
の
宮
部
選
手
に
と
っ
て
、
長
野
の

自
然
も
大
き
な
魅
力
だ
。

「
自
然
が
豊
か
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
最
高

で
す
」

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
「
サ
ン
プ
ロ　

ア
ル
ウ
ィ

ン
」
の
熱
気
に
つ
い
て
も
、「
あ
の
一
体
感
は
特

別
」
と
語
る
。

背
番
号
16
に
は
、
か
つ
て
世
話
に
な
っ
た
先

輩
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

「
諦
め
ず
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
道

は
必
ず
開
け
る
と
思
い
ま
す
」

地
域
の
誇
り
を
背
負
い
な
が
ら
、
宮
部
選
手

は
今
日
も
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
い
る
。

長
野
県
内
の
テ
レ
ビ
局
で
も
、
多

く
の
法
政
人
が
活
躍
し
て
い
る
。

信
越
放
送
の
塩
入
祐
汰
さ
ん
は
、

情
報
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

「
最
初
に
感
じ
た
驚
き
や
面
白
さ
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
感
動
を

視
聴
者
に
も
届
け
た
い
ん
で
す
」

テ
レ
ビ
信
州
の
小
林
尚
史
さ
ん
は
、

番
組
Ｐ
Ｒ
や
広
報
を
担
当
す
る
。

「
番
組
の
魅
力
を
ど
う
戦
略
的
に
伝

え
る
か
が
大
事
で
す
。
地
域
番
組
に

は
長
く
愛
さ
れ
る
力
が
あ
り
ま
す
」

長
野
放
送
の
藤
澤
大
さ
ん
は
、
営

業
企
画
や
デ
ジ
タ
ル
分
野
を
担
当
。

「
都
市
部
の
均
質
化
が
進
む
一
方

で
、
ロ
ー
カ
ル
に
は
そ
の
土
地
な
ら

で
は
の
個
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
発
信
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
」

立
場
は
違
っ
て
も
、
３
人
に
共
通

し
て
い
た
の
は
「
地
域
の
魅
力
を
伝

え
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

３
人
は
と
も
に
、「
都
会
へ
の
憧

れ
」
を
胸
に
長
野
か
ら
法
政
大
学
へ

進
学
し
た
。
し
か
し
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
を
初
め
て
訪
れ
た
際
の
印
象
は
、

「
長
野
よ
り
田
舎
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
と
笑
う
。
そ
の
一
方

で
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
広
大

な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
仲
間
と
鬼
ご
っ

こ
を
し
た
り
、
自
由
闊
達
に
学
生
生

活
を
送
っ
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
ゼ

ミ
で
の
映
像
制
作
に
も
大
き
な
影
響

法
政
大
学
の

校
歌
に
「
進
取

の
気
象
」
と
い

う
歌
詞
が
あ
る
。
今
回
出
会
っ
た
人

た
ち
は
ま
さ
に
そ
の
言
葉
を
地
域
の

中
で
体
現
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
し
て
誰
も
が
「
地
域
の
た
め
」
と

い
う
言
葉
を
自
然
に
口
に
し
て
い
た

こ
と
が
強
く
心
に
残
っ
た
。

長
野
の
魅
力
は
、
雄
大
な
自
然
や

長
野
県
は
南
北
に
長
く
、
地
域
ご
と
に

文
化
も
人
の
つ
な
が
り
も
異
な
る
。
法
政

大
学
長
野
県
校
友
会
も
、
長
野
・
松
本
・

東
信
・
南
信
の
四
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
い
る
。

「
普
段
は
総
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
合
同

で
行
う
程
度
で
す
が
、
今
年
は
全
国
大
会

が
あ
る
の
で
四
支
部
が
一
致
団
結
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
」

木
内
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
現
役
学
生
へ

の
支
援
に
も
表
れ
て
い
る
。
東
信
法
友
会

で
は
、菅
平
高
原
で
合
宿
を
行
う
ラ
グ
ビ
ー

部
や
陸
上
部
の
学
生
た
ち
を
毎
年
激
励
。

長
野
放
送
取
締
役
の
早
川
英
治
さ
ん
は
、

夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
を
16
年
間
務

め
、
報
道
部
長
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
地
方
局
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
、現
場
と
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
」

関
西
生
ま
れ
、
神
奈
川
育
ち
の
早
川
さ

ん
が
長
野
に
来
た
の
は
就
職
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

「
都
市
部
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
が
苦
手
で
、

＂
働
く
な
ら
地
方
＂
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」

実
際
に
暮
ら
し
て
み
る
と
、
自
然
が
身

近
に
あ
り
、
自
分
の
時
間
も
持
て
る
。
長

野
は
＂
生
活
の
豊
か
さ
＂
を
実
感
で
き
る

土
地
だ
っ
た
と
い
う
。

中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
が「
お
や
き
」

だ
っ
た
。

「
野
沢
菜
や
切
り
干
し
大
根
が
入
っ
て
い

て
驚
き
ま
し
た
。
信
州
が
生
ん
だ
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
で
す
よ
ね
」

地
域
の
食
文
化
に
は
、
そ
の
土
地
の
歴

史
や
暮
ら
し
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
価
値
を
外
へ
発
信
す
る
こ
と

も
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
だ
と
考
え
て
い

る
。早

川
さ
ん
の
原
点
に
は
、
法
政
大
学
で

学
ん
だ
「
市
民
社
会
」
の
考
え
方
が
あ
る
。

「
社
会
を
変
え
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
市
民
。
そ
の

思
い
が
、
報
道
を
志
し
た
理

由
で
し
た
」

長
野
で
40
年
近
く
暮
ら
し

て
こ
ら
れ
た
背
景
に
は
、「
法

政
」
の
縁
も
あ
っ
た
。

「
法
政
出
身
と
聞
け
ば
会

い
に
行
く
。
そ
こ
か
ら
先
輩
と
の
つ
な
が

り
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

だ
か
ら
こ
そ
後
輩
た
ち
に
は
、
こ
う
伝

え
た
い
と
い
う
。

「
何
事
に
も
誠
実
に
向
き
合
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
法
政
の
学
生
ら
し
さ
だ
と
思

い
ま
す
」

地
域
に
寄
り
添
い
、
人
を
尊
重
し
な
が

ら
積
み
重
ね
て
い
く
。
そ
の
姿
勢
こ
そ
、

早
川
さ
ん
が
歩
み
続
け
て
き
た
＂
法
政
ス

ピ
リ
ッ
ト
＂
だ
っ
た
。

地
元
有
志
に
よ
る
支
援
金
に
加
え
、プ
ル
ー

ン
や
桃
、
り
ん
ご
な
ど
信
州
の
果
物
を
届

け
て
い
る
と
い
う
。

「
地
元
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
届
け
た
い

ん
で
す
」

木
内
さ
ん
は
、
長
野
大
会
を
「
一
生
に

一
度
の
大
会
」
と
表
現
す
る
。

「
10
月
下
旬
の
信
州
は
、
北
ア
ル
プ
ス
が

初
冠
雪
を
迎
え
、
食
も
美
味
し
い
季
節
で

す
。
風
光
明
媚
な
信
州
を
、
全
国
の
校
友

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

大
会
を
通
し
て
、
地
域
に
眠
る
法
政
人

の
つ
な
が
り
を
掘
り
起
こ
し
た
い
―
―
。

そ
の
思
い
は
、
次
世
代
へ
の
期
待
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

「
卒
業
後
も
地
域
の
校
友

会
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。

若
い
世
代
と
一
緒
に
母
校
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」

地
域
を
支
え
、
学
生
を
支

え
、
母
校
を
支
え
る
。
そ
の

思
い
は
、
世
代
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

長野放送
藤澤大さん

テレビ信州
小林尚史さん

信越放送
塩入祐汰さん

長
野
放
送
取
締
役
・
早
川
英
治
さ
ん

地
域
と
社
会
を
つ
な
ぐ「
誠
実
な
仕
事
」

長
野
の
つ
な
が
り
を
次
の
世
代
へ

地域とともに戦うプロサッカー選手

元
長
野
朝
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
中
野
希
友
未
さ
ん

長
野
市
篠
ノ
井
出
身
の
中
野
希
友
未
さ

ん
は
、
高
校
生
の
頃
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
志
し
、
夢
を
追
っ
て
法
政
大
学
へ
進
学

し
た
。

し
か
し
大
学
３
年
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
選
考

で
落
ち
続
け
た
こ
と
で
、
自
分
を
見
失
っ
た

と
い
う
。

「＂
な
ぜ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
の

か
＂
を
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
」

一
度
は
就
職
活
動
を
や
め
よ
う
と
も
考

え
た
。
そ
ん
な
時
、
就
活
を
終
え
た
先
輩

か
ら
掛
け
ら
れ
た
言
葉
が
転
機
と
な
っ
た
。

「
長
野
が
地
元
で
、
ま
だ
試
験
が
終
わ
っ

て
い
な
い
な
ら
受
け
て
み
た
ら
？
」

そ
の
言
葉
で
、
中
野
さ
ん
は
＂
地
元
が

あ
る
こ
と
＂の
意
味
に
気
づ
い
た
。
家
族
、

友
人
、
学
校
、
地
域
―
―
多
く
の
支
え
が

あ
っ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。

「
今
度
は
自
分
が
地
元
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

再
び
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
試
験
に

挑
戦
し
、
第
一
志
望
だ
っ
た
長

野
朝
日
放
送
へ
入
社
。
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
だ
け
で
な
く
、
取
材
も

担
当
し
て
き
た
。
登
山
や
キ
ャ

ン
プ
、
サ
ウ
ナ
と
い
っ
た
趣
味
を
き
っ
か

け
に
、取
材
テ
ー
マ
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

「
取
材
を
通
し
て
＂
こ
の
分
野
な
ら
こ
の

人
＂
と
い
う
つ
な
が
り
が
増
え
て
い
く
。

そ
れ
が
地
域
で
働
く
面
白
さ
で
す
」

そ
ん
な
中
野
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る

言
葉
が
あ
る
。

「
応
援
さ
れ
る
人
に
な
り
な
さ
い
」

入
社
当
初
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
技
術
に
自
信

が
な
く
、
悩
む
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
挨
拶
や
基
本
を
大
切
に
し
、が
む
し
ゃ

ら
に
挑
戦
を
続
け
て
き
た
。

「
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、

人
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ
り
た

い
」中

野
さ
ん
の
姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら
社
会

へ
出
る
学
生
た
ち
へ
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
た
。

地
元
へ
の
恩
返
し
を
胸
に

長
野
の
各
局
で
活
躍
す
る
法
政
人

長野に帰ると、私はまず山を見上げる。変わらない景色
に、少しほっとする。
2026年10月、「第32回 全国卒業生の集い 長野大会」が
開かれる。その開催を前に、私はあらためて故郷を歩いた。

YouTubeで
インタビュー
動画配信中！

信州に息づく
法政スピリット

第32回 全国卒業生の集い in 長野

（保科 音々　社会学部メディア社会学科２年）

を
与
え
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
へ
の
就
職

に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

最
後
に
３
人
は
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
小
林
さ
ん
は「
何

者
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
人
生
で
何

か
一
つ
残
し
た
い
と
思
え
ば
、
想
像

以
上
の
結
果
が
得
ら
れ
る
」、
藤
澤
さ

ん
は
「
長
野
に
い
る
だ
け
で
は
出
会

え
な
い
人
に
大
学
で
た
く
さ
ん
出
会

え
た
。
時
間
は
学
生
の
大
き
な
財
産

だ
か
ら
、
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」、
塩

入
さ
ん
は
「
自
分
と
は
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
人
と
積
極
的
に
接
し
て
ほ

し
い
」
と
語
り
、
学
生
時
代
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
挑
戦
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
た
。

美
し
い
景
色
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ

に
暮
ら
し
、
地
域
を
支
え
よ
う
と
す

る
人
た
ち
の
存
在
こ
そ
が
、
こ
の
土

地
の
大
き
な
力
な
の
だ
。
そ
し
て
、

そ
の
思
い
を
支
え
て
い
た
の
が
「
法

政
」
と
い
う
つ
な
が
り
だ
っ
た
。

10
月
、
全
国
か
ら
校
友
が
長
野
に

集
う
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
信
州
の
地
で
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
法
政
ス
ピ
リ
ッ

ト
は
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
地
域
を
つ

な
ぎ
続
け
て
い
く
。
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法
政
大
学
と
信
州
・
白
馬
村

の
縁
は
深
い
。

か
つ
て
麓
に
あ
っ
た
白
馬
山

荘
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
校
友

も
多
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
最

上
部
に
、
本
学
山
仲
間
の
聖
地

「
遠
見
ヒ
ュ
ッ
テ
」
が
佇
ん
で

い
る
。

体
育
会
山
岳
部
や
体
育
会
・

工
体
連
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

野
菜
を
積
ん
だ
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
い
る
若
者
た
ち
。
網
を

持
っ
て
田
ん
ぼ
に
入
り
笑
顔
の

男
女
。
ギ
タ
ー
を
手
に
縁
側
で

歌
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
埼
玉

の
実
家
に
あ
る
古
い
ア
ル
バ
ム

に
は
「
信
州
の
夏
」
が
詰
ま
っ

て
い
る
。

60
年
以
上
前
、
長
野
県
で
は

遠
見
ヒ
ュ
ッ
テ

―
法
政
山
仲
間
の
聖
地
、す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
―

１
９
９
９
年
経
営
学
部
経
営
学
科
卒

信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

室
崎
友
宏
（
む
ろ
さ
き
・
と
も
ひ
ろ
）

部
の
合
宿
基
地
と
し
て
、
長
年

愛
さ
れ
て
き
た
山
小
屋
で
あ
る
。

初
代
ヒ
ュ
ッ
テ
は
１
９
５
４

年
、
山
岳
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
不
撓

不
屈
の
精
神
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
。

標
高
差
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の

険
路
を
越
え
、
約
１
１
０
キ
ロ

の
梁
を
担
ぎ
上
げ
た
と
い
う
逸

話
は
、
当
時
の
情
熱
を
今
に
伝

え
て
い
る
。

都
市
部
の
受
験
生
や
大
学
生
を

受
け
入
れ
る
「
夏
期
学
生
村
」

が
盛
ん
だ
っ
た
。
農
家
や
民
宿

が
格
安
で
部
屋
と
食
事
を
提
供

し
、
若
者
は
涼
し
い
信
州
で
勉

強
し
な
が
ら
農
村
文
化
も
体
験

し
た
。
１
９
６
３
年
７
月
４
日

の
『
信
濃
毎
日
新
聞
夕
刊
』
に

は
「
夏
の
学
生
村
、
申
し
込
み

が
殺
到
」
と
あ
り
、
地
域
お
こ

し
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
よ

う
だ
。
信
州
と
学
生
の
特
別
な

関
係
は
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
合
宿
へ
と
形
を
変
え
、
現

在
も
続
い
て
い
る
。

法
政
大
学
と
縁
の
深
い
白
馬

村
も
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
。
東
京

の
大
学
生
だ
っ
た
父
が
白
馬
に

ワンダーフォーゲル部の合宿の朝

菅平夏合宿の激励会で、
地元特産品の支援物品を
前に並ぶ駅伝チームの
現役生と校友会役員

原点・菅平に再び集う
ラグビー部。長野県校
友会の支援も再始動

2016 年の軽井沢スキーバス転落事
故現場で、犠牲となった後輩を悼み

黙とうを捧げる長野県校友会員

現
在
の
二
代
目
ヒ
ュ
ッ
テ
は

１
９
８
３
年
完
成
。
工
体
連
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
耐
雪
設
計
に
よ
り
、
今
な

お
堅
牢
な
姿
を
保
っ
て
い
る
。

私
は
１
９
８
４
年
に
入
学

（
入
部
）。
大
学
４
年
間
、
元
旦

は
、
す
べ
て
こ
の
ヒ
ュ
ッ
テ
で

迎
え
た
。

新
築
直
後
の
ヒ
ュ
ッ
テ
で
過

ご
し
た
日
々
は
、
心
身
を
鍛
え

抜
い
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
あ
り
、
そ
の
伝
統
は
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
も
現
役
部
員
が

冬
山
合
宿
を
実
施
し
、
厳
し
い

自
然
の
中
で
登
攀
や
山
ス
キ
ー

の
技
術
を
磨
き
、
寝
食
を
共
に

し
て
結
束
を
深
め
た
。

先
輩
た
ち
の
情
熱
が
詰
ま
っ

た
こ
の
山
小
屋
は
、
今
も
次
世

代
の
学
生
た
ち
を
た
く
ま
し
く

育
て
続
け
て
い
る
。

（
体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
Ｏ
Ｂ　

﨑
山
達
也
）

地
元
紙
Ｉ
タ
ー
ン
編
集
者
に
と
っ
て
の
信
州

滞
在
し
た
の
は
１
９
６
０
年
代

後
半
か
ら
１
９
７
０
年
代
前

半
。
緑
滴
る
山
並
み
を
眺
め
な

が
ら
、
民
宿
で
の
共
同
生
活
を

経
験
し
、
信
州
を
「
第
二
の
故

郷
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

父
が
語
る
こ
の
地
へ
の
思
い
と

雄
大
な
自
然
へ
の
憧
れ
は
、
私

の
心
に
も
深
く
根
付
い
た
。

私
は
埼
玉
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
し
、
長
野
県
の
地
元
紙
編
集

者
と
な
っ
て
地
域
の
暮
ら
し
を

伝
え
て
い
る
。ア
ル
バ
ム
に
あ
っ

た
山
並
み
を
仰
ぎ
、
家
庭
を
持

ち
、
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
地
で

育
っ
た
。
60
年
前
に
父
が
学
生

村
で
紡
い
だ
信
州
と
の
縁
は
三

世
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

白
馬
か
ら
連
な
る
縁

白
馬
か
ら
連
な
る
縁

白
馬
か
ら
連
な
る
縁

長野県校友会の活動

信
州
に
息
づ
く
法
政
ス
ピ
リ
ッ
ト
　
第
32
回 

全
国
卒
業
生
の
集
い 

in 

長
野

―
地
理
も
ど
き
へ
の
萌
芽
？

公
務
員
の
父
（
海
軍
上
が

り
）
と
教
員
の
母
と
い
う
共
働

き
の
核
家
族
に
三
兄
弟
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
少
期
に

度
々
、
気
管
支
炎
を
患
っ
た
の

で
、
折
々
に
父
と
湯
治
に
出
か

け
た
。
そ
の
温
泉
地
へ
向
か
う

汽
車
で
の
小
旅
行
が
地
理
も
ど

き
へ
関
心
を
抱
く
契
機
に
な
っ

た
か
も
？　

後
々
進
ん
だ
横
手

高
校
（
前
身
は
秋
田
縣
第
三
尋

常
中
学
校
で
バ
ン
カ
ラ
な
校

風
。
か
つ
て
石
坂
洋
次
郎
が
国

語
教
師
と
し
て
教
鞭
を
執
っ
て

い
た
。
現
に
構
内
の
秘
密
場
所

が
作
品
中
に
登
場
）
で
個
性
豊

か
な
地
理
教
師
に
出
会
い
感
化

さ
れ
た
か
な
？

―
「
落
下
傘
」
体
験
が
岐
路
？

学
力
過
信
と
風
邪
罹
患
で
見

事
に
受
験
失
敗
。
こ
れ
に
因
り

予
め
合
格
し
て
い
た
日
本
育
英

会
の
予
約
奨
学
生
（
四
年
間
、

毎
月
大
卒
初
任
給
相
当
額
支

給
）
の
資
格
を
失
効
し
た
。
進

学
希
望
の
弟
も
居
た
の
で
両
親

に
平
身
低
頭
。

―
法
政
大
学
へ
の
進
学
は
？

浪
人
中
、
自
分
の
大
学
進
学

の
意
義
の
再
考
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
こ
で
学
び
へ
の
向
上

心
堅
持
可
能
な
専
攻
へ
と
進
路

を
転
換
し
た
。
わ
が
国
で
は
地

理
学
科
を
単
独
で
設
置
し
て
い

る
大
学
が
少
な
い
。
し
か
も
幅

の
広
い
学
問
な
の
で
教
員
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
多
様
性

を
保
持
す
る
姿
勢
も
問
わ
れ
る
。

法
政
大
学
地
理
学
科
は
そ
の
双

方
を
偏
在
な
く
構
成
し
て
い
る

点
に
特
長
が
あ
り
、
そ
れ
を
重

視
し
て
進
学
し
た
。
結
果
的
に

先
の
現
役
入
試
不
合
格
が
法
政

大
学
と
の
縁
を
取
り
持
っ
た
。

―
「
地
理
学
」
と
は
何
か
？

一
般
に
「
地
理
」
の
名
称
か

ら
中
・
高
校
で
の
地
名
物
産
地

理
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
で
き
な

い
よ
う
だ
。
だ
が
「
地
理
学
」

は
そ
の
よ
う
な
事
柄
を
憶
え
る

学
問
で
は
な
い
。
即
ち
「
地
理

学
は
地
表
近
傍
で
生
起
す
る
人

間
と
自
然
が
織
り
な
す
時
空
間

的
な
分
布
現
象
を
科
学
的
に
追

究
す
る
学
問
」
で
あ
る
。
加
え

て
周
辺
諸
科
学
と
の
関
連
性
が

密
接
で
間
口
が
広
く
、
長
い
歴

史
を
有
す
る
学
問
ゆ
え
、
欧
米

で
は
哲
学
と
並
び
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。

―
な
ぜ
自
然
地
理
学
の
道
へ
？

学
童
の
頃
、
生
地
の
雄
物
川

（
一
級
河
川
）
は
梅
雨
季
に
よ

く
氾
濫
し
た
。
こ
の
光
景
が
脳

裏
か
ら
離
散
せ
ず
卒
論
研
究
の

対
象
に
据
え
た
。
即
ち
、
河
川

研
究
（
自
然
地
理
学
）
に
魅
せ

ら
れ
た
。
こ
れ
を
対
流
圏
の
水

循
環
の
一
面
と
捉
え
、
降
水
量

分
布
を
眼
目
と
す
る
領
域
に
歩

を
踏
み
入
れ
た
。
地
理
学
科
の

教
員
に
任
用
さ
れ
た
後
「
気
候

学
」
を
受
け
持
っ
て
、ゼ
ミ
ナ
ー

ル
や
卒
論
（
必
修
）
作
成
指
導

で
は
学
生
に
悟
性
の
発
揮
と
利

他
の
精
神
の
自
覚
を
促
し
「
良

く
学
び
、
良
く
遊
べ
」
の
真
意

を
説
い
た
。
結
果
、
指
導
教
員

よ
り
も
人
間
性
に
優
れ
た
学
生

が
社
会
へ
多
く
巣
立
っ
た
。

―
教
壇
外
の
任
務
分
掌
は
？

在
職
中
に
四
年
間
通
信
教
育

部
長
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
職

員
の
尽
力
を
基
に
Ｉ
Ｔ
を
駆
使

し
た
メ
デ
ィ
ア
講
義
の
導
入
、

教
科
書
執
筆
の
促
進
、
開
設
学

部
外
教
員
の
講
義
担
当
認
可
等

を
推
進
し
た
。
ま
た
固
辞
し
た

け
れ
ど
再
三
、
強
く
請
わ
れ
た

た
め
に
ボ
ク
シ
ン
グ
部
や
ゴ
ル

フ
部
、
野
球
部
（
全
日
本
大
学

選
手
権
の
優
勝
を
ベ
ン
チ
で
実

見
）
の
部
長
（
す
べ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
に
就
い
た
。

―
尽
き
ぬ
夢
と
謝
恩
の
念
は
？

仮
に
人
生
の
再
出
発
が
可
能

な
ら
ば
、
国
際
線
の
操
縦
士
と

し
て
大
空
飛
行
の
夢
を
適
え
た

い
な
？　

図
ら
ず
も
昨
秋
、
叙

勲
の
栄
に
浴
し
、
恐
縮
に
存
じ

ま
し
た
。
改
め
て
今
日
ま
で
学

内
外
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

方
や
40
年
強
の
大
学
教
育
で
邂

逅
し
た
多
く
の
学
生
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

大
学
生
活
は
僅
か
な
期
間
で

す
が
、『
法
政
』
の
名
を
聞
け
ば
、

今
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
地
理
学
科
に
気
候
・
気
象

学
担
当
の
佐
藤
先
生
が
い
ら
し

た
か
ら
で
す
。
白
衣
を
纏
い
、

妥
協
を
許
さ
ぬ
厳
格
な
オ
ー
ラ

を
放
つ
先
生
は
、
当
初
、
近
寄

り
が
た
い
存
在
で
し
た
。「『
忙

し
い
か
ら
』
を
言
い
訳
に
し
な

い
」
と
い
う
先
生
の
峻
烈
な
言

葉
は
、
今
も
卒
業
生
を
律
し
続

け
て
い
ま
す
。
一
方
、
徹
夜
で

気
象
観
測
を
共
に
し
、
飲
食
を

囲
み
親
し
く
お
話
を
伺
う
中

で
、
礼
節
と
義
理
を
重
ん
じ
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に
真
摯
に
向

き
合
う
稀
有
な
恩
師
で
あ
る
と

深
く
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
学

部
ゼ
ミ
に
大
学
院
生
や
通
信
教

育
部
生
の
出
席
を
認
め
、
自
由

に
意
見
を
交
わ
す
光
景
は
、
学

び
の
門
戸
は
常
に
開
か
れ
て
い

る
べ
き
と
い
う
先
生
の
信
念
の

表
れ
だ
っ
た
と
拝
察
し
ま
す
。

私
は
教
職
の
道
に
進
み
ま
し
た

が
、
教
師
の
務
め
の
要
諦
は
、

共
に
活
動
し
な
が
ら
『
生
き
方
』

を
示
唆
す
る
事
で
あ
る
と
、
先

生
の
背
中
か
ら
学
び
、
微
力
な

が
ら
実
践
し
て
参
り
ま
し
た
。

佐
藤
典
人
先
生
、
こ
の
度
の
ご

叙
勲
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で

の
ご
指
導
に
改
め
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

師
か
ら
授
か
っ
た
指
針

（
元
横
浜
市
立
中
学
校
長
・
１
９
８
３
年

度
地
理
学
科
卒
・
１
９
９
６
年
度
大
学

院
修
士
課
程
修
了
）

上原　浩

佐藤 典人さん

登場

名誉
教授
名誉
教授

の り  ひ と

1946年　秋田県大仙市生まれ
1970年　文学部地理学科卒業
1976年　大学院人文科学研究科地理学専攻博士課程単位取得退学
1992年　「学位・博士」（文学／地理学）取得
1997年～ 1998年　ＮＺ／オタゴ大学地理学教室・客員教授
2003年～ 2007年　法政大学通信教育部・部長
2003年～ 2006年　（財）大学基準協会・基準検討委員
2010年～ 2012年　�（独）大学入試センター専門委員会・地理部会 

副部会長 ＆ 部会長
2017年　法政大学名誉教授
2025年 11月　瑞寳中綬章受章
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２
０
２
５
年
12
月
19
日
、
法

政
大
学
校
友
会
は
、
体
育
会
陸

上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
と

１
年
間
の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

校
友
会
は
こ
れ
ま
で
、
箱
根

駅
伝
応
援
募
金
を
は
じ
め
と
す

る
諸
活
動
を
通
じ
、
母
校
・
法

政
大
学
と
現
役
学
生
の
挑
戦
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
体
育
会
陸
上
競
技
部

校
友
会
の
新
た
な
挑
戦

２
０
２
６
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
臨
む
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
た
上
田
綺

世
（
２
０
２
０
年
ス
ポ
ー
ツ
健

康
学
部
卒
）。
現
在
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
フ
ェ
イ
エ
ノ
ー
ル
ト
に

長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
は
、
そ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
箱
根
駅
伝
と
い
う
全
国

的
な
大
舞
台
に
挑
む
選
手
た
ち

を
、
よ
り
強
力
に
後
押
し
す
る

新
た
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

校
友
会
は
、
国
内
91
、
海
外

15
か
国
に
広
が
る
パ
ー
ト
ナ
ー

組
織
を
擁
し
、
25
万
人
に
及
ぶ

校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と

校
友
を
一
つ
に
す
る

箱
根
駅
伝

所
属
し
、
日
本
人
選
手
と
し
て

初
め
て
エ
ー
ル
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
得

点
王
に
輝
く
な
ど
、
世
界
を
舞

台
に
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
そ

の
歩
み
は
、
挫
折
を
力
に
変
え
、

自
ら
道
を
切
り
拓
い
て
き
た
挑

す
る
卒
業
生
団
体
で
す
。

世
代
や
地
域
を
越
え
て
校
友

が
集
う
場
で
、
最
も
熱
く
語
ら

れ
、
一
体
感
を
生
み
出
す
話
題

は
、
六
大
学
野
球
や
箱
根
駅
伝

に
代
表
さ
れ
る
学
生
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

な
か
で
も
箱
根
駅
伝
は
、
テ

レ
ビ
中
継
を
通
じ
て
全
国
に
発

信
さ
れ
、
校
友
の
誇
り
と
、
母

校
へ
の
想
い
を
強
く
結
び
つ
け

る
特
別
な
存
在
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。

戦
の
歴
史
で
も
あ
る
。

茨
城
県
水
戸
市
出
身
。
中
学

時
代
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

下
部
組
織
で
プ
レ
ー
し
た
が
、

体
格
面
の
課
題
も
あ
り
、
目
標

と
し
て
い
た
ユ
ー
ス
昇
格
は
か

伝
統
校
と
し
て
確
か
な
歴
史

と
実
績
を
誇
る
法
政
大
学
陸
上

競
技
部
で
す
が
、
練
習
環
境
や

財
政
面
に
お
い
て
は
、
決
し
て

十
分
と
は
言
え
な
い
現
実
も
あ

り
ま
す
。
箱
根
駅
伝
で
の
活
躍

は
校
友
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び

で
あ
る
と
同
時
に
、
大
学
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
も
大
き
く
貢

献
し
ま
す
。
本
契
約
は
、
校
友

会
憲
章
お
よ
び
行
動
指
針
に
沿

い
、
卒
業
生
の
力
を
結
集
し
て

母
校
と
学
生
を
支
え
る
意
義
深

い
取
り
組
み
で
す
。

ま
た
、「
法
政
大
学
校
友
会
」

ロ
ゴ
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
の

支
援
に
込
め
た
想
い
と

未
来
へ
の
広
が
り

な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
悔
し
さ
を
原
動
力
に
高
校
で

実
力
を
磨
き
、
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
で
も
存
在
感
を
示

す
。
そ
し
て
さ
ら
な
る
成
長
を

求
め
、
法
政
大
学
へ
進
学
し
た
。

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
１

年
次
か
ら
出
場
機
会
を
つ
か

み
、
２
年
次
に
は
全
日
本
大
学

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
優
勝
に
大
き

く
貢
献
。
得
点
力
だ
け
で
な
く
、

球
際
で
競
う
強
さ
、

守
備
を
惜
し
ま
な
い

献
身
性
、
勝
負
へ
の

執
念
を
磨
き
上
げ
、

大
学
屈
指
の
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
へ
成
長
し

た
。
そ
の
姿
は
、
ま

さ
に
＂
法
政
魂
＂
を

体
現
し
て
い
た
。

飛
躍
の
時
を
迎
え
た
注
目
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

母
校
の
誇
り
、そ
の
先
へ

硬
式
野
球
部
の
注
目
選
手
に
は
、
最

上
級
生
投
手
の
助
川
太
志
（
グ
ロ
４
）

を
挙
げ
た
い
。
軟
式
出
身
、
一
般
入
試
、

Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
異
彩
を
放
つ
経
歴
で
昨
秋
神

硬
式
野
球
部

助
川 

太
志（
す
け
が
わ 

た
い
し
）

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
）

茗
溪
学
園
高
等
学
校（
茨
城
県
）

宮
へ
と
上
り
詰
め
た
が
、
真
価
は
そ
こ

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

「
自
分
の
投
球
に
法
政
の
優
勝
が
懸

か
っ
て
い
る
」
と
い
う
強
い
自
負
を
秘

め
、
今
春
は
リ
ー
グ
戦
初
先
発
に
し
て

開
幕
投
手
に
抜
て
き
。
自
慢
の
ス
ラ
イ

ダ
ー
と
テ
ン
ポ
の
良
い
投
球
で
流
れ
を

引
き
寄
せ
チ
ー
ム
を
け
ん
引
す
る
。
独

自
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
技
巧
派
右

腕
に
注
目
だ
。

（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
３
年

�

古
川
千
遥
）

今
年
の
法
政
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
の
躍
進

に
は
、
阿
部
賢
利
（
営
４
＝
法
政
二
）

の
活
躍
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

１
年
次
か
ら
Ｗ
Ｒ
（
ワ
イ
ド
レ
シ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

阿
部 

賢
利（
あ
べ 

け
ん
と
）

経
営
学
部

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校（
神
奈
川
県
）

バ
ー
）
の
地
位
を
確
立
す
る
と
、
２
年

次
の
甲
子
園
ボ
ウ
ル
で
は
ロ
ン
グ
パ

ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
Ｔ
Ｄ
を
奪
う
な
ど

存
在
感
を
示
し
た
。
今
年
か
ら
は
オ

フ
ェ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
。
オ
フ
ェ

ン
ス
全
体
を
引
っ
張
る
役
割
も
期
待

さ
れ
る
。

２
０
０
６
年
以
来
と
な
る
甲
子
園
ボ

ウ
ル
制
覇
へ
。
阿
部
の
観
客
を
魅
了
す

る
パ
ス
キ
ャ
ッ
チ
で
、
チ
ー
ム
を
勝
利

に
導
け
る
か
注
目
だ
。

�

（
人
間
環
境
学
部
３
年　

松
野
要
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
連
覇
の
経
歴
を
提
げ

法
政
大
学
に
入
学
し
た
シ
ル
バ
・
イ
エ

シ
ュ
ア
（
キ
ャ
２
＝
作
新
学
院
）。
昨

年
の
全
日
本
選
手
権
で
は
ミ
ド
ル
級
準

ボ
ク
シ
ン
グ
部

シ
ル
バ・イ
エ
シ
ュ
ア（
し
る
ば 

い
え
し
ゅ
あ
）

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科

作
新
学
院
高
等
学
校（
栃
木
県
）

優
勝
と
、
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

躍
進
の
背
景
に
は
高
い
適
応
力
が
あ

る
。
高
校
時
代
か
ら
１
分
延
び
た
試
合

時
間
も
、
地
道
な
基
礎
練
習
で
ス
タ
ミ

ナ
を
克
服
。
ま
た
「
大
学
は
力
だ
け
で

な
く
技
術
が
必
要
」
と
さ
ら
な
る
向
上

を
掲
げ
た
。

こ
の
強
化
が
リ
ー
グ
戦
優
勝
、
そ
し

て
日
本
選
手
権
制
覇
へ
の
大
き
な
鍵
と

な
る
。
法
大
の
若
き
ボ
ク
サ
ー
の
活
躍

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

�

（
法
学
部
３
年　

山
鳥
優
里
）

法
大
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
身
長

１
９
６
ｃｍ
を
誇
る
鉄
壁
の
ミ
ド
ル
ブ

ロ
ッ
カ
ー
小
田
周
平
（
営
４
＝
習
志
野
）

の
活
躍
に
注
目
が
集
ま
る
。
高
さ
を
武

バ
レ
ー
部

小
田 

周
平（
お
だ 

し
ゅ
う
へ
い
）

経
営
学
部
経
営
戦
略
学
科

習
志
野
高
等
学
校（
千
葉
県
）

器
に
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
他
大
学
に
も
劣

ら
ず
、
特
に
ネ
ッ
ト
際
で
の
存
在
感
は

圧
倒
的
だ
。
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
で
は

な
く
鋭
い
ク
イ
ッ
ク
で
も
相
手
の
守
備

を
崩
し
、
攻
守
両
面
で
チ
ー
ム
を
支
え

法
大
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
存
在
で

あ
る
。

今
年
は
大
学
バ
レ
ー
最
後
の
シ
ー
ズ

ン
と
し
て
、
昨
年
の
春
季
リ
ー
グ
に
続

く
ブ
ロ
ッ
ク
賞
獲
得
と
チ
ー
ム
の
勝
利

に
大
き
な
期
待
が
か
か
る
。

　
�

（
法
学
部
３
年　

鈴
木
ほ
の
か
）

陸
上
競
技
部
で
女
子
主
将
を
務
め
る

の
は
福
島
揺
（
ス
ポ
４
＝
法
政
二
）
だ
。

個
人
で
は
主
に
２
０
０
ｍ
を
主
戦
場
に

し
て
い
る
も
の
の
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ

陸
上
競
技
部

福
島 

揺（
ふ
く
し
ま 

ゆ
ら
）

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校（
神
奈
川
県
）

レ
ー
で
は
、
２
年
次
か
ら
出
走
メ
ン

バ
ー
に
入
り
、
そ
の
年
の
関
東
イ
ン
カ

レ
で
は
ア
ン
カ
ー
と
し
て
６
位
入
賞
に

貢
献
。
そ
の
後
も
リ
レ
ー
チ
ー
ム
の
中

核
と
し
て
、
法
大
女
子
４
×
１
０
０
ｍ

を
け
ん
引
。

女
子
主
将
と
し
て
初
め
て
迎
え
た
今

年
４
月
の
東
京
六
大
学
陸
上
で
は
、
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
優
勝
を
飾
っ

た
。
自
身
の
競
技
人
生
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
福
島
の
走
り
に
注
目
だ
。

�

（
法
学
部
３
年　

篠
﨑
勇
希
）

今
年
の
法
大
は
多
く
の
タ
レ
ン
ト
が

勢
揃
い
。
そ
の
中
で
も
注
目
は
ジ
ュ
ビ

ロ
磐
田
内
定
の
小
池
直
矢
（
現
４
＝
前

橋
育
英
）
だ
。 サ

ッ
カ
ー
部

小
池 

直
矢（
こ
い
け 

な
お
や
）

現
代
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
学
科

前
橋
育
英
高
等
学
校（
群
馬
県
）

大
学
選
抜
で
も
結
果
を
残
し
続
け
、

今
年
３
月
に
３
年
ぶ
り
に
世
代
別
日
本

代
表
に
選
出
。
高
い
跳
躍
力
と
ド
リ
ブ

ル
を
武
器
に
４
月
に
は
Ｊ
デ
ビ
ュ
ー
も

果
た
し
た
。

一
方
、
小
池
不
在
の
法
大
は
開
幕
か

ら
３
戦
未
勝
利
と
苦
戦
。
帰
還
初
戦
で

は
今
季
初
勝
利
に
貢
献
し
、
存
在
感
の

大
き
さ
を
証
明
。
狙
う
は
リ
ー
グ
優
勝

と
日
本
一
。
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
の
飛
躍
に

期
待
が
か
か
る
。

�

（
法
学
部
３
年　

髙
橋
明
日
香
）

法
政
か
ら
世
界
へ
。
矢
作
元
貴
（
人

４
＝
日
本
工
大
駒
場
）
が
Ｕ
23
全
日
本

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
、
男
子
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
82
ｋｇ
級
で
優
勝
。
世
界
選

レ
ス
リ
ン
グ
部

矢
作 

元
貴（
や
は
ぎ 

げ
ん
き
）

人
間
環
境
学
部
人
間
環
境
学
科

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学
校（
東
京
都
）

手
権
の
出
場
権
を
つ
か
ん
だ
。

持
ち
味
は
相
手
を
圧
倒
す
る
パ
ワ
フ

ル
な
レ
ス
リ
ン
グ
。

全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手

権
で
は
２
年
次
に
３
位
、
３
年
次
に
準

優
勝
と
着
実
に
力
を
つ
け
て
き
た
。
今

年
は
さ
ら
な
る
学
生
タ
イ
ト
ル
獲
得
も

期
待
さ
れ
る
。

世
界
選
手
権
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ

た
矢
作
。
世
界
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
注
目
だ
。

�

（
人
間
環
境
学
部
３
年　

松
野
要
）

強
豪
・
法
大
空
手
部
で
主
将
を
任
さ

れ
て
い
る
の
は
阿
部
遥
佑
（
国
４
＝
世

田
谷
学
園
）
だ
。
身
長
１
９
４
㎝
の
恵

ま
れ
た
体
格
か
ら
技
を
繰
り
出
す
阿
部

空
手
部

阿
部 

遥
佑（
あ
べ 

よ
う
す
け
）

国
際
文
化
学
部

世
田
谷
学
園
高
等
学
校（
東
京
都
）

は
、
昨
年
度
に
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
成
年
男
子
組
手
個
人
戦
（
重
量

級
）
で
優
勝
し
、
第
53
回
全
日
本
空
手

道
選
手
権
大
会
の
男
子
組
手
個
人
戦
で

も
、
大
学
生
と
し
て
は
史
上
６
人
目
の

日
本
一
に
輝
く
な
ど
、
ま
さ
に
飛
躍
の

１
年
と
な
っ
た
。

目
標
の
全
日
本
連
覇
へ
向
け
て
、
今

年
も
法
大
で
開
花
さ
せ
た
才
能
を
存
分

に
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

�

（
文
学
部
３
年　

加
納
正
義
）

校
友
25
万
の
力
で
駅
伝
チ
ー
ム
を
箱
根
へ
！

―
―
陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
始
動
―
―

公
式
試
合
出
場
を
通
じ
て
校
友

会
の
知
名
度
向
上
を
図
り
、
正

会
員
加
入
の
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
、
重
要
な
目
的
の
一
つ

で
す
。
さ
ら
に
、
社
会
連
携
講

座
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
活
動
と

も
連
動
し
、
学
業
と
体
育
会
活

動
を
両
立
し
て
き
た
選
手
や
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
、
社
会
で
大
き

く
羽
ば
た
く
た
め
の
後
押
し
も

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

校
友
25
万
の
想
い
を
背
負

い
、
箱
根
路
へ
挑
む
陸
上
競
技

部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
。
今
後
と

も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

２
０
１
９
年
に
は
大
学
在
学

中
に
日
本
代
表
へ
選
出
。
大
学

生
の
Ａ
代
表
入
り
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
同
年
、
加
入
内

定
し
て
い
た
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
へ
前
倒
し
で
プ
ロ
入
り
し

た
。
そ
の
後
、
サ
ー
ク
ル
・
ブ

ル
ッ
ヘ
（
ベ
ル
ギ
ー
）
を
経
て

フ
ェ
イ
エ
ノ
ー
ル
ト
へ
移
籍

し
、
欧
州
で
も
結
果
を
残
し
続

け
て
い
る
。
大
学
で
培
っ
た
挑

戦
心
を
胸
に
、
今
や
日
本
代
表

の
エ
ー
ス
と
し
て
世
界
へ
挑
む

上
田
選
手
。
そ
の
軌
跡
は
後
輩

た
ち
に
、「
努
力
は
夢
を
現
実

へ
変
え
る
」
と
い
う
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
い
る
。

挫
折
を
越
え
、世
界
へ

　法
政
が
育
ん
だ
日
本
代
表
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

上
田
綺
世
選
手
、法
政
魂
を
胸
に

　
　
　
　
　

  

　

  

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
大
活
躍


